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車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の

迫
力
を
体
感

10
月
18
日
、
生
保
内
中
学
校
の
生
徒
た
ち
が
２
０
２
０
年

東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
に
向
け
て
強
化
合
宿
中
の
タ

イ
の
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
を
訪
問
し
、
そ

の
迫
力
を
体
感
し
ま
し
た
。（
関
連
記
事
２
ペ
ー
ジ
）



　

10
月
18
日
、
２
０
２
０
年
東

京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
に
向

け
て
秋
田
県
立
田
沢
湖
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
で
合
宿
中
の
タ
イ

の
車
い
す
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

チ
ー
ム
を
生
保
内
中
学
校
の
生

徒
が
訪
問
、
車
い
す
に
乗
り
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
体
験
す

る
な
ど
、
選
手
と
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

　

今
年
６
月
に
仙
北
市
、
秋
田

県
、
タ
イ
王
国
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
委
員
会
、
同
国
車
い
す
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
が
、
車
い

す
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
中
心

と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
交
流
に
関
す

る
基
本
合
意
書
を
取
り
交
わ
し

た
こ
と
か
ら
行
わ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
強
化
合
宿
に
は
、
監
督
、

コ
ー
チ
、
選
手
ら
14
人
が
参
加
。

10
月
16
日
か
ら
23
日
ま
で
の
８

日
間
滞
在
し
、
同
セ
ン
タ
ー
で

基
礎
練
習
の
ほ
か
、
試
合
形
式

に
よ
る
実
践
的
な
練
習
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
同
校
の
２

年
生
34
人
が
訪
れ
、シ
ュ
ー

ト
練
習
や
紅
白
戦
を
観
戦

後
に
実
際
に
競
技
用
の
車

い
す
に
乗
り
、
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
を
体
験
し
ま
し

生保内中学校生徒が車いすバスケットボールを体験

た
。

　

車
い
す
に
初
め
て
乗
っ
た
と

い
う
加
藤
桃
明
さ
ん
は
「
車
い

す
は
軽
い
力
で
操
作
で
き
た
け

ど
、力
加
減
が
難
し
か
っ
た
」と
、

同
じ
く
鈴
木
煌
野
さ
ん
は
「
車

い
す
に
乗
っ
て
の
シ
ュ
ー
ト
は

腕
の
力
が
必
要
で
難
し
か
っ
た
」

と
話
し
ま
し
た
。女
子
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
て
い
る

と
い
う
２
人
は
「
楽
し
か
っ
た

の
で
ま
た
機
会
が
あ
れ
ば
や
っ

て
み
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

車いすに乗ってシュートを体験。

タイ・車いすバスケットボールチーム強化合宿

車いすを自由自在に操作しプレーする選手たち。

　
10
月
28
日
か
ら
11
月
2
日
ま
で
、
令
和
元
年

台
風
19
号
の
被
害
を
受
け
た
宮
城
県
角
田
市
へ

仙
北
市
か
ら
応
援
職
員
２
人
を
派
遣
し
ま
し
た
。

　
角
田
市
は
10
月
31
日
現
在
、
死
者
１
人
、
床

上
浸
水
７
３
６
世
帯
、
床
下
浸
水
８
０
６
世
帯

の
被
害
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
現
地
で
の
業
務
を
終
え
た
税
務
課
の
原
勉
参

事
は
「
初
め
て
の
災
害
派
遣
だ
っ
た
が
、
仙
北

市
も
災
害
派
遣
の
経
験
を
も
っ
と
積
み
、
被
災

地
へ
の
積
極
的
な
支
援
を
目
指
す
必
要
性
を
感

じ
た
と
と
も
に
、
仙
北
市
で
災
害
が
発
生
し
た

場
合
の
迅
速
な
対
応
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
る

と
思
っ
た
。
今
回
、
参
加
し
た
私
た
ち
２
人
が
、

こ
の
経
験
を
他
の
職
員
や
市
民
の
方
々
に
発
信

す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
て
い
る
」
と
話
し

ま
し
た
。
ま
た
、
同
じ
く
業
務
に
あ
た
っ
た
田

沢
湖
地
域
セ
ン
タ
ー
の
佐
々
木
駿
輔
主
任
は「
仙

北
市
で
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
活
用
で
き
る

よ
う
に
、
今
回
の
経
験
を
仙
北
市
の
経
験
と
し

て
共
有
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ

て
い
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

台風 19 号被災地の支援に
市職員が宮城県角田市へ

被災家屋の調査の様子（10 月 29 日撮影）。

各
種
目
１
位
〈
敬
称
略
〉
▼
１
年
女
子
60
ｍ 

鈴
木
柚
乃
（
角
館

陸
上
ス
ポ
少
）
▼
１
年
男
子
60
ｍ 

浅
利
泉
吹
（
桧
木
内
ラ
ン
ナ
ー

ズ
）
▼
２
年
女
子
80
ｍ 

田
口
愛
唯
（
生
保
内
ジ
ュ
ニ
ア
Ｒ
Ｃ
）
▼

２
年
男
子
80
ｍ 

藤
原
拓
馬
（
生
保
内
ジ
ュ
ニ
ア
Ｒ
Ｃ
）
▼
３
年

女
子
80
ｍ 

高
橋
凛
（
西
明
寺
小
）
▼
３
年
男
子
80
ｍ 

能
美
榛
真

（
角
館
陸
上
ス
ポ
少
）
▼
４
年
女
子
１
０
０
ｍ 

石
郷
岡
怜
（
西
明

寺
小
）▼
４
年
男
子
１
０
０
ｍ 

柴
田
優
星（
田
沢
湖
イ
ー
グ
ル
ス
）

▼
５
年
女
子
１
０
０
ｍ 

武
藤
桜
南
（
桧
木
内
ラ
ン
ナ
ー
ズ
）
▼

５
年
男
子
１
０
０
ｍ 

佐
藤
奏
汰
（
角
館
陸
上
ス
ポ
少
）
▼
６
年

女
子
１
０
０
ｍ 

畠
山
紗
依
（
西
明
寺
小
）
▼
６
年
男
子
１
０
０

ｍ 

戸
澤
清
志
郎
（
角
館
陸
上
ス
ポ
少
）
▼
女
子
２
０
０
ｍ 

浅
利

麻
帆
（
桧
木
内
ラ
ン
ナ
ー
ズ
）
▼
男
子
２
０
０
ｍ 

酒
出
梓
正
（
生

保
内
ジ
ュ
ニ
ア
Ｒ
Ｃ
）▼
女
子
８
０
０
ｍ 

吉
田
莉
奈（
西
明
寺
小
）

▼
男
子
１
０
０
０
ｍ 

藤
原
北
斗
（
角
館
陸
上
ス
ポ
少
）
▼
女
子

４
０
０
ｍ
Ｒ 

佐
藤・吉
田・木
村・石
郷
岡
（
角
館
陸
上
ス
ポ
少
Ａ
）

▼
男
子
４
０
０
ｍ
Ｒ 

佐
藤
・
伊
藤
・
江
橋
・
戸
澤
（
角
館
陸
上

ス
ポ
少
Ａ
）
▼
男
子
走
高
跳 

小
山
田
輝
（
西
明
寺
小
）
▼
女
子

走
幅
跳 

佐
藤
澪
南
（
角
館
陸
上
ス
ポ
少
）
▼
男
子
走
幅
跳 

佐
藤

立
樹
（
生
保
内
ジ
ュ
ニ
ア
Ｒ
Ｃ
）
▼
女
子
ジ
ャ
ベ
リ
ッ
ク
ボ
ー
ル

投
げ 

伊
藤
媛
音
（
西
明
寺
小
）
▼
男
子
ジ
ャ
ベ
リ
ッ
ク
ボ
ー
ル

投
げ 

新
記
録 

佐
藤
奏
汰
（
角
館
陸
上
ス
ポ
少
）

走・跳・投で競い合う
仙北市小学生陸上競技大会

　10 月 14 日、 生保内中学校陸上競技場

で仙北市小学生陸上競技大会が開催され

ました。 大会結果は左記のとおりです。

走・跳・投

　

10
月
25
日
、
国
土
交
通
省
角
館
国
道
維
持

出
張
所
で
国
道
46
号
の
除
雪
安
全
祈
願
祭
と

除
雪
機
械
出
動
式
が
行
わ
れ
、
関
係
者
約
60

人
が
出
席
、
作
業
中
の
無
事
故
と
冬
期
間
の

道
路
交
通
の
確
保
を
誓
い
ま
し
た
。

　

安
全
祈
願
祭
に
続
き
行
わ
れ
た
出
動
式
で

は
、
応
援
に
駆
け
つ
け
た
角
館
こ
ど
も
園
の

園
児
た
ち
が
安
全
運
転
の
願
い
を
込
め
て
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
に
「
気
を
つ
け
て
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
」
な
ど
と
激
励
し
な
が
ら
大
き
な
カ

ギ
を
渡
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
園
児
た
ち
は
除
雪
機
械
の
体
験
乗

車
や
雪
を
よ
け
る
「
ス
ノ
ー
プ
ラ
ウ
」
に
お

絵
か
き
す
る
な
ど
、
冬
期
間
の
道
路
を
守
る

強
い
味
方
に
ふ
れ
ま
し
た
。

除
雪
安
全
祈
願
祭

除
雪
機
械
出
動
式

国道46号

安全運転でお願いします !

　
こ
の
た
び
、「
令
和
元
年
秋
田
県
文
化
功
労
者
表
彰
式
」
が
秋
田
県

庁
正
庁
で
行
わ
れ
、
有
限
会
社
鶴
の
湯
温
泉
の
代
表
取
締
役
会
長
で
、

一
般
社
団
法
人
田
沢
湖
・
角
館
観
光
協
会
会
長
の
佐
藤
和
志
さ
ん
が
、

秋
田
県
の
観
光
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
と
し
て
、
文
化
功
労
章
を
受
章

し
ま
し
た
。

　
文
化
功
労
章
は
、文
芸
、技
芸
、美
術
や
教
育
、社
会
福
祉
、農
林
業
、

産
業
な
ど
各
分
野
に
お
い
て
、
秋
田
県
の
文
化
の
向
上
発
展
に
卓
越

し
た
功
績
の
あ
る
個
人
ま
た
は
団
体
の
事
績
を
称
え
る
も
の
で
、
佐

藤
さ
ん
は
、
鶴
の
湯
温
泉
の
再
生
を
通
し
て
魅
力
あ
る
温
泉
宿
の
実

現
と
乳
頭
温
泉
郷
を
は
じ
め
と
し
た
同
地
域
の
観
光
資
源
の
知
名
度

向
上
に
取
り
組
み
、
秋
田
県
の
観
光
振
興
に
尽
力
さ
れ
た
と
し
て
今

回
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

　
10
月
28
日
、
田
沢

湖
庁
舎
に
報
告
に
訪

れ
た
佐
藤
さ
ん
は
、

「
観
光
の
分
野
で
評

価
を
い
た
だ
い
た
こ

と
に
と
て
も
感
謝
し

て
い
る
。
観
光
振
興

は
一
人
で
は
で
き
な

い
こ
と
な
の
で
、
今

後
は
行
政
は
も
ち
ろ

ん
、
色
々
な
団
体
と

協
力
し
な
が
ら
頑

張
っ
て
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

観
光
振
興
に
尽
力

佐
藤
和
志
さ
ん
が

文
化
功
労
章
を
受
章
　
　文化功労章を受章した佐藤和志さん（左）と奥様のとし子さん（右）。

旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

3 広報せんぼく 2Semboku  City  Public  Relations2019-11-16



　

10
月
26
日
・
27
日
の
２
日
間
に
わ

た
り
、
神
代
市
民
体
育
館
を
主
会
場

に
「
第
15
回
仙
北
市
産
業
祭
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
農
産
物
等
品
評
会
で
は

２
７
１
点
の
出
品
が
あ
り
ま
し
た
。

夏
場
の
高
温
や
干
ば
つ
が
続
く
な

ど
、
農
産
物
に
は
厳
し
い
環
境
で
し

た
が
、
ど
の
部
門
で
も
天
候
や
災
害

に
対
応
し
た
努
力
に
高
い
評
価
を
受

け
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
門
脇
市
長
は
「
１
年
間

の
営
み
の
集
大
成
を
産
業
祭
で
見
て

い
た
だ
き
、
来
年
に
む
け
た
様
々
な

活
動
の
情
熱
を
さ
ら
に
確
認
し
あ
い

た
い
」、
仙
北
市
商
工
会
の
堺
研
太

郎
会
長
は
「
仙
北
市
に
は
魅
力
的
な

農
産
品
が
地
元
の
方
の
技
術
に
よ
っ

て
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
も

ら
う
と
と
も
に
、
若
い
方
が
農
業
の

仕
事
を
し
た
い
と
思
う
き
っ
か
け
に

し
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

神
代
市
民
体
育
館
で
は
農
産
物
な

ど
の
展
示
の
ほ
か
、
西
木
町
く
り
っ
こ

太
鼓
の
演
奏
や
、
神
代
小
学
校
器
楽

部
に
よ
る
演
奏
、
神
代
こ
ど
も
園
の

園
児
た
ち
に
よ
る
発
表
で
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
ま
た
、
梅
若
会
に
よ
る

民
謡
シ
ョ
ー
で
は
迫
力
あ
る
プ
ロ
の
歌

声
で
多
く
の
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

駐
車
場
で
は
、
藤
波
舞
踊
団
に
よ

る
演
芸
会
が
行
わ
れ
、
来
場
者
と
共

演
す
る
場
面
も
あ
り
会
場
は
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
に

菊
花
の
部
入
賞
者（
敬
称
略
）

【
大
菊
（
厚
物
・
紬
物
）】

最
優
秀
賞　
古
郡
一
美

優
秀
賞　
古
郡
一
美

優
良
賞　
柏
谷
朝
二

　
　
　
　
　
　

 

武
藤
長
衛

努
力
賞　
熊
谷
廣
勝

　
　
　
　
　
　

 

太
田
弘

　
　
　
　
　
　

 

加
賀
谷
一
男

　
　
　
　
　
　

 

千
葉
肇

農林産物等品評会特別賞受賞者
                                    ※敬称略 (　) 内は地区

大根／青柳聡子（角館町）
白菜「秋の祭典」／新山良和（田沢湖）
籐細工籠「乱れ編み」／冨木真喜子（西木町）

仙北市長賞

秋田県農業協同組合中央会長賞

キャベツ／高橋博子（田沢湖）
にんにく／田本熊夫（西木町）
ミニトマト「アンジェレ」／万六ファーム（田沢湖）

仙北市議会議長賞

山の芋／藤川智裕（田沢湖）

秋田おばこ農業協同組合代表理事組合長賞

ほうれん草／新山悦男（西木町）
キャベツ／田口せい子（西木町）
ねぎ／草彅晃（角館町）

も
地
元
の
方
に
よ
る
出
店
や
交
通
安

全
体
験
、
武
道
館
で
は
木
工
・
ク
ラ

フ
ト
体
験
や
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
仕
様
の
お

昼
寝
ア
ー
ト
な
ど
も
行
わ
れ
、
来
場

者
が
楽
し
め
る
催
し
と
な
り
ま
し
た
。

仙北市商工会長賞

ビッ栗ようかん／佐藤イヨ（西木町）

秋田県農業共済組合組合長理事賞

金時豆／桜田礼子（西木町）

仙北東森林組合代表理事組合長賞

西明寺栗 3L ／八柳茂（西木町）

仙北市農業委員会長賞

長芋／千田京子（田沢湖）

秋田県たばこ耕作組合長賞

葉たばこ／木村明夫（角館町）

第 15 回
仙北市産業祭

農・商・工が手をつないで

交
通
安
全
功
労
者
表
彰
（
敬
称
略
）

【
個
人
表
彰
】

▼
田
口
武
美
（
仙
北
地
区
交
通
安

全
協
会
生
保
内
支
部
）

▼
小
林
寛
（
同
中
川
支
部
）

▼
阿
部
高
美
（
同
桧
木
内
支
部
）

▼
田
中
德
夫
（
元
仙
北
市
交
通
指

導
隊
員
）

▼
田
村
萬
里
子
（
同
）

【
団
体
表
彰
】

仙
北
地
区
交
通
安
全
協
会
生
保
内

支
部
婦
人
部

　
10
月
22
日
、
仙
北
市
民
会
館
で
交
通
安
全
市
民

大
会
が
行
わ
れ
、
関
係
団
体
や
市
民
な
ど
お
よ
そ

２
２
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
長
年
、
交
通
安
全
の
推
進
に
ご
尽
力
い
た
だ
い

た
5
個
人
・
1
団
体
に
交
通
安
全
功
労
者
表
彰
を

受
賞
し
た
ほ
か
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
や
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
秋
田
県
警
察
音
楽
隊

の
演
奏
と
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と

と
も
に
ア
ン
コ
ー
ル
を
含
め
全
10
曲
が
披
露
さ
れ
、

会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
、
ヤ
マ
ト
運
輸
株
式
会
社
秋
田
主
管
支

店
よ
り
「
夜
間
の
交
通
事
故
防
止
」
と
題
し
て
、
歩

行
者
の
明
る
い
服
装
や
反
射
材
の
有
効
性
と
、
車
の

ロ
ー
ビ
ー
ム
・
ハ
イ
ビ
ー
ム
の
見
え
方
を
紹
介
。

　
ま
た
、
株
式
会
社
秋
田
銀
行
の
講
演
で
は
「
最
近

の
特
殊
詐
欺
の
特
徴
」

と
題
し
て
、
仙
北
警
察

署
に
よ
る
寸
劇
で
、
実

際
の
特
殊
詐
欺
の
手
口

と
被
害
の
防
止
策
を
紹

介
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
不
幸
な

事
故
を
な
く
す
た
め

の
四
つ
の
決
意
を
参

加
者
全
員
で
宣
言
し
、

大
会
を
締
め
く
く
り

ま
し
た
。

仙北警察署による寸劇の様子。

５個人 1 団体が表彰されました。

仙
北
市
交
通
安
全
市
民
大
会

交
通
安
全
意
識
の
高
揚
図
る

　

令
和
元
年
度
仙
北
市
農
業
賞
の
表

彰
式
が
10
月
26
日
に
産
業
祭
の
褒
賞

授
与
式
に
先
立
ち
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

仙
北
市
農
業
賞
は
、
農
業
に
従
事

し
、
農
業
の
振
興
に
貢
献
し
て
い
る

方
を
表
彰
す
る
こ
と
に
よ
り
、
受
賞

者
の
社
会
的
地
位
の
向
上
と
農
業
の

発
展
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

平
成
28
年
度
か
ら
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
の
選
考
は
、
農
業
関
係
団

体
が
個
人
や
団
体
を
推
薦
し
、
市
や

県
、
Ｊ
Ａ
な
ど
で
構
成
す
る
選
考
委

員
会
で
審
査
を
行
い
決
定
し
ま
し
た
。

【
受
賞
者
の
主
な
功
績
】

◆
真
崎
勇
さ
ん

　

リ
ン
ド
ウ
を
始
め
、
ア
ス
タ
ー
な
ど

の
様
々
な
花
き
栽
培
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
高
い
栽
培
技
術
と
優
れ
た
経
営
感

覚
で
安
定
し
た
経
営
を
実
践
し
て
い
る
。

　

特
に
リ
ン
ド
ウ
栽
培
は
県
内
で
も
導

入
が
早
く
優
れ
た
先
見
性
が
あ
る
。
ま

た
、
Ｊ
Ａ
秋
田
お
ば
こ
花
き
部
会
で
は

リ
ン
ド
ウ
専
門
部
会
長
を
長
年
務
め
、

地
域
の
花
き
栽
培
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

栽
培
指
導
を
積
極
的
に
行
い
、
地
域
の

花
き
振
興
に
も
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

◆
草
彅
晃
さ
ん

　

複
合
品
目
と
し
て
、
ね
ぎ
１
ヘ
ク
タ
ー

ル
を
経
営
の
中
心
と
し
て
お
り
、
仙
北

農業賞を受賞した真崎勇さん（右）と草彅晃さん（左）。中
央は門脇市長。

地
区
の
ね
ぎ
生
産
の
本
格
的
な
導
入
に

長
年
尽
力
し
て
き
た
。
Ｊ
Ａ
秋
田
お
ば

こ
管
内
で
は
順
調
に
生
産
が
拡
大
さ
れ

平
成
29
年
に
は
22
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
販
売

額
８
９
０
０
万
円
と
な
り
、
同
年
７
月

に
Ｊ
Ａ
秋
田
お
ば
こ
ね
ぎ
部
会
が
発
足

し
、
初
代
ね
ぎ
部
会
長
に
就
任
し
て
い

る
。
翌
年
の
平
成
30
年
に
販
売
額
１
憶

円
を
突
破
し
た
。
夏
ど
り
か
ら
秋
ど
り

ま
で
効
率
よ
く
収
穫
で
き
る
よ
う
に
適

正
に
作
型
を
配
分
し
、
高
い
技
術
力
で

収
益
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
近
年
増

え
て
き
て
い
る
新
規
の
栽
培
者
に
対
し

て
も
熱
心
に
指
導
し
て
い
る
。

　

今
年
度
か
ら
Ｊ
Ａ
秋
田
お
ば
こ
で
ね

ぎ
の
準
園
芸
指
導
員
と
し
て
更
な
る
ね

ぎ
の
産
地
拡
大
に
寄
与
し
て
い
る
。

仙
北
市
農
業
賞
表
彰
式

令
和
元
年
度
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～輝くとき栄光
　

10
月
５
日
、
県
南
の
中
学
生
が

地
元
の
企
業
や
団
体
な
ど
を
訪
問

し
、
業
務
内
容
な
ど
を
聞
い
て
生

徒
自
身
が
考
え
た
地
域
活
性
化
の

プ
ラ
ン
を
発
表
す
る
「
第
１
回
秋

田
活
性
化
中
学
生
選
手
権
県
南
大

会
」
が
か
ま
く
ら
館
（
横
手
市
）

で
開
催
さ
れ
、
角
館
中
学
校
が
優

秀
校
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

県
南
の
４
市
８
校
の
生
徒
が
参

加
し
た
今
大
会
、
角
館
中
学
校
３

年
の
髙
根
日
愛
さ
ん
、
鈴
木
杏
那

さ
ん
、
進
藤
千
寛
さ
ん
は
、
角
館

町
の
有
限
会
社
青
柳
家
を
数
回
訪

れ
て
観
光
プ
ラ
ン
を
検
討
し
、
観

光
客
向
け
に
考
え
た
10
の

プ
ラ
ン
を
発
表
し
ま
し

た
。

　
日
本
人
観
光
客
向
け
に

は
、
江
戸
時
代
の
武
士
と

農
民
の
料
理
の
食
べ
比
べ

を
す
る
プ
ラ
ン
、
外
国
人

観
光
客
向
け
に
は
、
和
装

で
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
を
挙
げ

て
も
ら
う
プ
ラ
ン
な
ど
武

家
屋
敷
の
特
徴
を
生
か
し

た
ア
イ
デ
ア
を
発
表
し
ま

左から、山本暢三校長、進藤千寛さん、髙根日愛さん、
鈴木杏那さん、熊谷教育長。

観
光
プ
ラ
ン
で
地
域
を
活
性
化

　
　
　
　
　
角
館
中
学
校
が
優
秀
校
に  

し
た
。

　

髙
根
日
愛
さ
ん
は
「
優
秀
校
と

発
表
さ
れ
た
時
は
と
て
も
び
っ
く

り
し
た
。
全
県
大
会
で
は
プ
レ
ゼ

ン
能
力
を
身
に
つ
け
、レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
し
て
臨
み
た
い
」
と
、
鈴
木
杏

那
さ
ん
は
「
全
県
大
会
は
自
信
を

持
っ
て
発
表
し
た
い
」、
進
藤
千
寛

さ
ん
は
「
伝
え
る
こ
と
を
意
識
し

て
頑
張
り
た
い
」
と
そ
れ
ぞ
れ
意

気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

優
秀
校
と
な
っ
た
角
館
中
学
校

は
11
月
９
日
に
さ
き
が
け
ホ
ー
ル

（
秋
田
市
）
で
開
催
さ
れ
た
全
県
大

会
に
出
場
し
ま
し
た
。

第
１
回
秋
田
活
性
化
中
学
生
選
手
権
県
南
大
会

　
10
月
19
日
、
全
国
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
秋
田
県
予
選
会
が
大
館
市
高
館
公
園
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
で
開
催
さ
れ
、
仙
北
市
ジ
ュ
ニ
ア
の
澤
山
・
小
室
（
秋
田
市
ジ
ュ
ニ
ア
）
ペ

ア
が
第
３
位
に
入
り
、
見
事
全
国
大

会
へ
の
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。

　
女
子
５
年
生
の
部
に
出
場
し
た
澤

山
・
小
室
ペ
ア
は
、
準
決
勝
で
惜
敗

し
た
も
の
の
、
３
位
決
定
戦
で
勝
利

し
ま
し
た
。

　
全
国
大
会
は
、
令
和
２
年
３
月
29

日
か
ら
３
日
間
の
日
程
で
千
葉
県
白

子
町
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

全
国
大
会
へ
の
出
場
を
決
め
た
澤
山
こ
こ
ろ
さ
ん
（
右
・
西
明
寺
小

5
年
）
と
小
室
柚
菜
さ
ん
（
左
・
牛
島
小
5
年
）
ペ
ア
。

全国小学生ソフトテニス大会
秋田県予選会

澤山・小室ペア
全国大会へ

　
令
和
元
年
10
月
１
日
か
ら
令
和
３
年

９
月
30
日
ま
で
の
２
年
間
、
厚
生
労
働

大
臣
か
ら
各
相
談
員
業
務
が
委
託
さ
れ

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

(

敬
称
略)

◆ 

戦
傷
病
者
相
談
員　
佐
藤
公
平

住
所　
角
館
町
七
日
町

☎(

53)

３
７
７
７

相
談
内
容　
戦
没
者
遺
族
の
各
種
年

金
・
給
付
金
な
ど
に
関
す
る
相
談
、
生

活
上
の
問
題
や
利
用
可
能
な
福
祉
制
度

な
ど
に
関
す
る
相
談

住
所　
田
沢
湖
角
館
東
前
郷
字
七
ツ
関

☎(

44)

３
５
２
８

相
談
内
容　
戦
傷
病
者
の
各
種
年
金
・

給
付
金
な
ど
に
関
す
る
相
談
、
生
活
上

の
問
題
や
利
用
可
能
な
福
祉
制
度
な
ど

に
関
す
る
相
談

戦
傷
病
者
相
談
員
と
戦
没
者
遺

族
相
談
員
が
決
定
さ
れ
ま
し
た

◆ 

戦
没
者
遺
族
相
談
員　
武
藤
啓
司

◆ 

戦
没
者
遺
族
相
談
員

　

10
月
20
日
、
仙
北
市
民
会
館
で
「
陸
上

自
衛
隊
東
北
方
面
音
楽
隊
コ
ン
サ
ー
ト
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
か
ら
映

画
の
名
曲
ま
で
、
多
彩
な
楽
曲
を
華
や
か

に
、
時
に
は
力
強
く
演
奏
し
、
聴
衆
を
楽

し
ま
せ
ま
し
た
。
さ
ら
に
ア
ン
コ
ー
ル
で
、

ア
イ
ノ
カ
タ
チ
と
宝
島
が
演
奏
さ
れ
、
大

き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催
に
あ
た
り
、
仙
北

市
自
衛
隊
家
族
会
の
皆
さ
ん
か
ら
た
く
さ

ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

響
き
渡
る
大
迫
力
の
演
奏

会場には多彩な演奏が響きわたり、聴衆を魅了しました。

陸
上
自
衛
隊

東
北
方
面
音
楽
隊

コ
ン
サ
ー
ト

佐々木雄さん（角館小 4 年）
高橋凛さん（西明寺小 3 年）

実戦空手道武心会

　
３
月
３
日
に
八
戸
市
体
育
館
（
青
森
県
）

で
開
催
さ
れ
た
「
第
13
回
Ｊ
Ｋ
Ｊ
Ｏ
全
日

本
空
手
道
選
手
権
大
会
東
北
地
区
選
抜
大

会
」
に
実
戦
空
手
道
武
心
会
の
佐
々
木
雄

さ
ん
が
出
場
、
小
学
３
年
男
子
重
量
級
で

見
事
優
勝
し
ま
し
た
。
ま
た
、
７
月
21
日

に
山
形
市
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
山

形
県
）
で
「
同
東
北
地
区
最
終
選
抜
大
会
」

が
開
催
さ
れ
、
同
じ
く
高
橋
凛
さ
ん
が
出

場
、
小
学
３
年
女
子
で
優
勝
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｋ
Ｊ
Ｏ
全
日
本
大
会
に
昨
年
に
続
き

出
場
す
る
佐
々
木
雄
さ
ん
は
「
東
北
大
会

は
納
得
で
き
る
試
合
で
は
な
か
っ
た
。
全

国
大
会
は
優
勝
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
た

い
」
と
力
強
く
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

ま
た
、
全
日
本
大
会
に
初
め
て
出
場
す
る

高
橋
凛
さ
ん
は
「
試
合
で
勝
つ
と
と
て
も

嬉
し
い
。
全
国
大
会
で
も
勝
ち
た
い
」
と

抱
負
を
語
り
ま
し
た
。
指
導
に
あ
た
る
湯

澤
浩
一
師
範
は
「
こ
れ
ま
で
練
習
し
て
き

た
こ
と
を
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
て
１
０
０
％

出
し
て
欲
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

優
勝
し
た
２
人
は
11
月
４
日
に
国
立

代
々
木
競
技
場
第
一
体
育
館
（
東
京
都
）

で
開
催
さ
れ
た
「
第
13
回
Ｊ
Ｋ
Ｊ
Ｏ
全
日

本
ジ
ュ
ニ
ア
空
手
道
選
手
権
大
会
」
に
出

場
し
ま
し
た
。

全国大会へ

　
10
月
26
日
、
角
館
図
書
館
後
援
会

主
催
「
第
59
回
文
化
講
演
会
」
が
角

館
樺
細
工
伝
承
館
で
開
催
さ
れ
、
市

民
な
ど
お
よ
そ
１
２
０
人
が
来
場
し

ま
し
た
。

　

講
師
に
芥
川
賞
や
女
流
文
学
賞
、

谷
崎
潤
一
郎
賞
な
ど
、
数
々
の
文
学

賞
を
受
賞
し
て
い
る
作
家
の
髙
樹

の
ぶ
子
さ
ん
を
迎
え
、「
言
葉
と
私
」

と
題
し
て
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
講
演
で
髙
樹
さ
ん
は
、
現
在
新
聞

で
連
載
し
て
い
る
平
安
時
代
の
小
説

「
伊
勢
物
語
」
の
主
人
公
と
い
わ
れ

る
在
原
業
平
の
一
代
記
の
執
筆
で
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
な
が
ら
「
私
は

常
々
言
葉
な
く
し
て
感
性
は
な
い
と

文化講演会
角館図書館後援会主催

思
っ
て
い
る
。
今
は
、
平
安
時
代
の

言
葉
と
格
闘
し
な
が
ら
当
時
の
人
々

の
感
情
や
感
性
を
探
っ
て
い
る
が
、

言
葉
を
知
る
こ
と
で
自
分
の
中
の
感

性
が
増
え
、
自
分
を
育
て
る
こ
と
に

な
る
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、自
身
の
執
筆
活
動
か
ら「
何

か
と
格
闘
す
る
こ
と
は
必
死
に
自
分

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
か
け
て
生
き
て
い

る
と
い
う
こ
と
。
自
分
の
人
生
に
真

剣
に
向
き
合
っ
て
頑
張
っ
て
欲
し

い
」
と
来
場
者
に
向
け
て
話
し
ま
し

た
。

　
講
演
の
最
後
に
は
髙
樹
さ
ん
へ
の

質
問
の
時
間
が
設
け
ら
れ
、
来
場
者

か
ら
の
秋
田
弁
の
や
り
取
り
に
会
場

か
ら
笑
い
が
起
き
る
な
ど
、
和
や
か

な
雰
囲
気
の
中
、
講
演
は
終
わ
り
ま

し
た
。

自
身
の
生
い
立
ち
な
ど
も
話
し
た
髙
樹
さ
ん
。
来
場
者
は
興
味
深
い
内

容
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

講
演
会
終
了
後
に
は
サ
イ
ン
会
も
行
わ
れ
、
訪
れ

た
方
々
が
列
を
作
り
ま
し
た
。

右から佐々木雄さん、高橋凛さん、実戦空手道武心会
の湯澤浩一師範。

旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－

　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－
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市 information
役所からのお知らせ▼角館地域センター（サポートセンター）　☎ 43-3309

▼西木地域センター（サポートセンター）　☎ 43-2200

▼総務課　☎ 43-1111

▼田沢湖地域センター（サポートセンター）　☎ 43-1147

前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
場
所
／
収
納
推
進
課
、
税
務
課
、
角
館・

西
木
地
域
セ
ン
タ
ー（
正
面
玄
関
か
ら

お
入
り
く
だ
さ
い
）

●
12
月
2
日
㈪（
11
月
30
日
が
土
曜
日
の

た
め
）納
期
限
の
税
目
／

 

▼
固
定
資
産
税　
第
４
期
分

 

▼
国
民
健
康
保
険
税　
第
５
期
分

 

▼
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料　
第
５
期
分

※
口
座
振
替
も
納
期
限
と
同
日（
12
月
２
日
）で

す
の
で
、
通
帳
の
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
納
税
に
は
口
座
振
替
が
便
利
で
安
心
で
す
。

各
金
融
機
関
ま
た
は
、
市
役
所
税
務
課
、
各

地
域
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
日
中
、
仕
事
な
ど
で
市
税
お
よ
び
各
種

料
金
な
ど
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
方

の
た
め
に
夜
間
納
税
・
各
種
料
金
納
付
窓

口
を
開
設
し
ま
す（
各
種
料
金
に
つ
い
て

は
、
納
付
書
持
参
を
原
則
と
す
る
た
め
、

納
付
書
を
持
参
し
て
い
な
い
場
合
は
お
受

け
取
り
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
）。

　
ま
た
、
諸
事
情
に
よ
り
市
税
な
ど
を
納

め
る
こ
と
が
困
難
な
方
の
た
め
に
納
税
相

談
窓
口
も
あ
わ
せ
て
開
設
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
11
月
29
日
㈮ 

17
時
15
分
～
19
時

※
開
設
時
間
に
都
合
が
つ
か
な
い
場
合
は
、
事

夜
間
納
税
・
納
付
窓
口
を

開
設
し
ま
す

【
問
合
せ
】収
納
推
進
課 

収
納
推
進
係

（
田
沢
湖
庁
舎
） 

☎（
43
）１
１
２
３

●
試
験
日
／
日
程
調
整
の
う
え
随
時

●
試
験
会
場
／
田
沢
湖
健
康
増
進
セ
ン

タ
ー（
田
沢
湖
病
院
併
設
）

●
次
の
欠
格
事
項
に
該
当
す
る
方
は
受
験

で
き
ま
せ
ん
。

 

▼
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
方

 

▼
地
方
公
務
員
法
第
16
条
の
規
定
に
よ
り
地

方
公
務
員
と
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
方

●
そ
の
他
／
詳
細
は
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.hana.or.jp/~thos/

index.htm
l

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
職
種
／
看
護
師

●
採
用
予
定
人
数
／
若
干
名

●
受
験
資
格
／

 

▼
昭
和
39
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

方
で
、
看
護
師
免
許
を
有
す
る
方

●
受
付
期
限
／
令
和
2
年
3
月
31
日
㈫
ま

で（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。
8

時
30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で
。
郵
送
の

場
合
は
令
和
２
年
3
月
31
日
㈫
必
着
に

限
り
受
付
し
ま
す
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

田
沢
湖
病
院
の
看
護
師
を

募
集
し
て
い
ま
す

【
問
合
せ
】市
立
田
沢
湖
病
院 

総
務
管
理
課

（
田
沢
湖
生
保
内
） 

☎（
43
）１
１
３
１

随時募集中 !!

は
、
返
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
カ
ー
ド
を
紛
失
し
た
場
合
は
、
再
発
行
し

ま
す
。

※
他
人
へ
の
譲
渡
や
貸
し
借
り
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
協
賛
店
な
ど
の
詳
し
い
情
報
／　
　

秋
田
県
子
育
て
家
庭
優
待
事
業
Ｗ
ｅ

ｂ
あ
き
た
子
育
て
ふ
れ
あ
い
カ
ー
ド

（http://com
m

on3.
p

ref.akita.lg.jp
/

k-yutai/

）

●
交
付
窓
口
／
田
沢
湖
・　

角
館
地
域
セ
ン
タ
ー
、
保
健
課
、
子
育

て
推
進
課

　
ふ
れ
あ
い
カ
ー
ド
と
は
、
秋
田
県
全
域

で
、
妊
婦
の
い
る
世
帯
と
中
学
校
卒
業
ま

で
の
お
子
さ
ん
1
人
に
つ
き
1
枚
を
交
付

し
て
い
ま
す
。
協
賛
店
で
カ
ー
ド
を
提
示

す
る
と
、
そ
の
お
店
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
ま
す
。
協
賛
店
な
ど
に
は
、
協

賛
店
ス
テ
ッ
カ
ー
が
貼
っ
て
あ
り
ま
す
の

で
、
目
印
に
し
て
く
だ
さ
い
。

●
カ
ー
ド
の
交
付
／
仙
北
市
で
は
下
記
の

窓
口
で
無
料
交
付
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
希
望
の
方
は
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

な
お
、
県
外
に
転
出
す
る
場
合
や
、
お

子
さ
ん
が
中
学
校
を
卒
業
し
た
場
合

あ
き
た
子
育
て
ふ
れ
あ
い

カ
ー
ド
は
お
持
ち
で
す
か

【
問
合
せ
】子
育
て
推
進
課

（
西
木
庁
舎
） 

☎（
43
）２
２
８
０

お
名
前
・
ご
連
絡
先
を
お
伺
い
し
ま
す
。

　
広
報
せ
ん
ぼ
く
は
仙
北
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（https://w
w

w
.city.

sem
b

o
ku.akita.jp/

governm
ent/kouhou/

index.htm
l

）で
も
公
開
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
配
布
日
の
目
安
／

 

▼
1
日
号
の
場
合　
3
日
ま
で
配
布

 

▼
16
日
号
の
場
合　
18
日
ま
で
配
布

※
土
日
祝
日
を
除
き
、
3
日
間
と
な
り
ま
す
。

　
広
報
せ
ん
ぼ
く
は
毎
月
1
日
と
16
日
に

発
行
し
、
配
布
は（
公
社
）仙
北
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
行
っ
て
い
ま
す
。

　
発
行
日
か
ら
3
日
を
か
け
て
順
次
各
世

帯
へ
お
届
け
し
て
い
ま
す
が
、
配
布
の
順

番
に
よ
っ
て
は
同
じ
地
区
に
お
住
ま
い
の

方
の
中
で
も
お
届
け
日
が
前
後
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
発
行
日
よ
り
3
日
過
ぎ
て

も
届
か
な
い
、
転
居
・
転
入
を
し
て
届
か

な
い
、
長
期
不
在
・
入
院
な
ど
で
配
布
を

停
止
し
た
い
と
い
う
方
は
、
総
務
課
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
お
電
話
の
際
に
、
住
所・

広
報
せ
ん
ぼ
く
の

配
布
に
つ
い
て

【
問
合
せ
】総
務
課

（
田
沢
湖
庁
舎
） 

☎（
43
）１
１
１
１

　

仙
北
市
で
は
、
明
る
い
社
会
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
様
々
な
分
野

で
社
会
参
加
し
、
地
域
の
中
で
き
ら
り
と
輝
き
活
躍
し
て
い
る
65
歳
以

上
の
方
を
地
域
の
小
学
校
の
学
習
発
表
会
の
場
で
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
元
年
度
に
表
彰
さ
れ
た
5
人
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
年
齢
は
令
和
元
年
10
月
31
日
現
在
）

令
和
元
年
度

地
域　
き
表
彰

酒出 キヱ さん
（75 歳　田沢湖田沢）

藤原 まり さん
（66 歳　角館町広久内）

戸澤 和子 さん
（77 歳　角館町川原）

　
「
田
沢
湖
か
た
り
の
会
」
の
会
長
と

し
て
、
元
気
を
み
ん
な
と
分
か
ち
合

い
、
楽
し
む
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
活

動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
仙
北
市
交
通
安
全
母
の
会

と
し
て
、
交
通
安
全
教
室
で
の
訪
問

事
業
や
高
齢
者
世
帯
へ
の
声
か
け
運

動
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
J
Ａ
秋
田
お
ば
こ
角
館
地

区
女
性
部
長
と
し
て
、
楽
し
い
事
業

を
第
一
に
考
え
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

21
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
、
民
生

児
童
委
員
を
務
め
、
地
域
サ
ポ
ー
ト

委
員
と
し
て
も
、
福
祉
・
地
域
環
境

向
上
の
た
め
指
導
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
、
農
協
婦
人
部
、
婦
人
会
と

役
員
を
歴
任
し
、
特
に
女
性
の
役
割

が
多
い
事
柄
に
活
動
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
も
地
域
や
学
校
の
行
事
な
ど

に
献
身
的
に
協
力
さ
れ
、
明
る
い
地

域
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
や
田
沢
地
区
婦
人
会
長
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
す
ず
ら
ん
」

代
表
な
ど
と
し
て
、
長
年
地
域
の
社

会
福
祉
の
向
上
や
婦
人
活
動
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
田
沢
地
域
運
営
体
「
荷
葉
」

の
初
代
副
会
長
と
し
て
、
地
域
の
発

展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
「
田
沢
地
区
敬
老
会
」
を

主
催
し
、
明
る
い
社
会
づ
く
り
に
も

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

武藤 晟平 さん
（81 歳　西木町桧木内）

矢野 庄作 さん
（81 歳　角館町川原町）

　

長
き
に
わ
た
り
、
交
通
安
全
協

会
角
館
支
部
の
役
員
と
し
て
交
通

安
全
教
室
や
声
か
け
運
動
を
実
践

し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
角
館
戊
辰
会
会
長
と
し

て
、
長
崎
県
大
村
市
と
の
姉
妹
都

市
交
流
、
川
原
町
北
部
丁
内
会
長
、

総
鎮
守
角
館
神
明
社
総
代
会
役
員

と
多
岐
に
わ
た
り
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
活
性
化
へ
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

　

長
き
に
わ
た
り
、
交
通
安
全
協

会
桧
木
内
支
部
長
と
し
て
、
小
中

学
校
で
の
安
全
教
育
や
自
転
車
点

検
を
始
め
、
地
域
住
民
の
交
通
事

故
防
止
、
交
通
安
全
思
想
の
普
及

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
仙
北
地
区
交
通
安
全
協

会
の
副
会
長
も
務
め
て
お
り
、
地

域
で
実
施
さ
れ
る
行
事
や
会
合
な

ど
に
も
積
極
的
に
参
加
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

矢野 庄作 さん
（82 歳　角館町川原町）
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information市 役所からのお知らせ ▼総務課　☎ 43-1111

▼田沢湖地域センター（サポートセンター）　☎ 43-1147

ホームページ　https://www.city.semboku.akita.jp/

ｆａｃｅｂｏｏｋ　https://www.facebook.com/sembokucity

▼角館地域センター（サポートセンター）　☎ 43-3309

▼西木地域センター（サポートセンター）　☎ 43-2200

▼桧木内出張所（サポートセンター）　 ☎ 48-2001

▼上桧木内出張所（サポートセンター）　☎ 49-2159

▼田沢出張所（サポートセンター）　☎ 43-1351

▼神代出張所（サポートセンター）　☎ 43-1352

●募集住宅
住宅名 住所 規格 階数 月額家賃 月額駐車料金

菅沢住宅2-17
（築42年） 角館町菅沢46-2 3DK 3階建

3階
15,100円から

（所得額による）
駐車場なし

菅沢住宅3-34
（築41年） 角館町菅沢42-61 3LK 3階建

2階
15,600円から

（所得額による）
駐車場なし

菅沢住宅3-35
（築41年） 角館町菅沢42-61 3LK 3階建

3階
15,600円から

（所得額による）
駐車場なし

菅沢住宅4-51
（築41年） 角館町菅沢42-61 2LK 3階建

3階
15,600円から

（所得額による）
駐車場なし

菅沢住宅5-66
（築40年） 角館町菅沢46-1 3DK 3階建

3階
16,300円から

（所得額による）
駐車場なし

公園南団地1-4
（築35年） 田沢湖生保内字武蔵野105-895 2LDK 3階建

1階
21,100円から

（所得額による）
駐車場あり

公園南団地3-2
（築35年） 田沢湖生保内字武蔵野105-895 2LDK 3階建

3階
21,100円から

（所得額による）
駐車場あり

公園南団地3-4
（築35年） 田沢湖生保内字武蔵野105-895 2LDK 3階建

3階
21,100円から

（所得額による）
駐車場あり

松葉住宅 東201
（築16年） 西木町桧木内字松葉278-2 2LDK 2階建

2階
35,000円 駐車場あり

（駐車料金あり）
ニュータウン塚野腰1- 西

（築20年） 西木町西荒井字塚野腰164-1 3LDK 2階
2戸建

19,100円から
（所得額による）

駐車場あり
（駐車料金あり）

ニュータウン塚野腰5- 西
（築20年） 西木町西荒井字塚野腰164-1 3LDK 2階

2戸建
19,100円から

（所得額による）
駐車場あり

（駐車料金あり）
※月額家賃の 3 か月分の敷金の納付、連帯保証人が必要となります（抽選日から 10日以内）。
※暖房器具は、湿気防止のため、屋外給排気式（FF 式など）または電気ストーブを使用。　※申込は 1世帯1戸限りです。

②
入
居
希
望
者
全
員
の
平
成
31
年

度（
令
和
元
年
度
）市
県
民
税

課
税
証
明
書
各
１
通（
所
得
・

控
除
・
年
税
額
の
記
載
の
あ
る

も
の
）

③
入
居
希
望
者
の
世
帯
の
住
民
票

謄
本
１
通（
省
略
事
項
の
な
い

も
の
・
婚
姻
予
定
者
な
ど
は
各

１
通
）

④
生
活
保
護
受
給
者
は
、
生
活
保

護
受
給
証
明
書 

１
通

⑤
単
身
入
居
者
は
、
戸
籍
謄
本
１

通（
単
身
で
あ
る
こ
と
が
確
認

で
き
る
も
の
）

⑥
そ
の
他
特
別
な
事
由
の
書
類

※
い
ず
れ
も
市
役
所
窓
口
で
発
行

さ
れ
ま
す（
手
数
料
が
か
か
り
ま

す
）。

●
選
考
方
法
／
応
募
者
多
数
の
場

合
、
書
類
審
査
の
う
え
、
公
開

抽
選（
申
込
人
に
よ
る
く
じ
引

き
）を
行
い
ま
す
。

 

▼
抽
選
日
時
／
12
月
6
日
㈮　
　

14
時

 

▼
抽
選
場
所
／
西
木
総
合
開
発
セ

ン
タ
ー
２
階 

農
林
研
修
室（
西

木
庁
舎
）

●
入
居
時
期
／
12
月
10
日
㈫
～

●
募
集
期
間
／

　
11
月
15
日
㈮
～
28
日
㈭

●
入
居
資
格
／
次
の
①
～
⑤
ま
で

の
条
件
に
す
べ
て
あ
て
は
ま
る

こ
と
。

①
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し

よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と

（
婚
姻
の
予
約
者
を
含
む
）。

②
入
居
希
望
者
の
月
額
所
得
合

計
が
15
万
８
０
０
０
円
以

下
。
た
だ
し
、
小
学
校
就
学

前
の
子
ど
も
が
い
る
世
帯
は

25
万
９
０
０
０
円
以
下
。

③
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
な
方
。

④
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方
。

⑤
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と
。

※
単
身
入
居
の
場
合
は
条
件
が
あ
り

ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い（
昭
和
34
年
４
月
１
日
以
前
に

生
ま
れ
た
方
は
申
込
可
能
な
ど
）。

※
市
外
在
住
の
方
で
も
入
居
可
能
で

す
。

※
松
葉
住
宅
の
月
額
家
賃
に
つ
い
て

は
定
額
と
な
り
ま
す
。

●
申
込
方
法
／
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
必
要
書
類
を
添
え

て
、
募
集
期
間
内
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い（
当
日
必
着
）。

●
提
出
先
・
申
込
書
設
置
場
所
／

　
建
設
課（
西
木
庁
舎
）、田
沢
湖・

角
館
地
域
セ
ン
タ
ー

●
添
付
書
類
／

①
入
居
希
望
者
全
員
の
市
税
の
滞

納
が
な
い
こ
と
を
証
明
で
き
る

も
の
各
１
通（
学
生
は
除
く
）

営住宅の入居者を募集します市 【問合せ】建設課 管理係
（西木庁舎） ☎（43）2295

医療と健康を考える会
第７回市民公開講座

　
仙
北
市
は
、
東
北
大
学
大
学
院
環
境
科

学
研
究
科
と
、
地
域
社
会
に
お
け
る
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
、
希
少
資
源
に
よ
る
産
業
振
興

お
よ
び
教
育
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
平
成
29
年
8
月
に
連
携
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。

　
平
成
29
年
11
月
か
ら
、
東
北
大
学
の
研

究
グ
ル
ー
プ
は
、
玉
川
温
泉
水
を
利
用
し

た
水
素
生
成
実
験
を
継
続
実
施
し
今
年

で
3
年
目
と
な
り
ま
す
。
市
は
東
北
大
学

と
連
携
し
、
技
術
の
実
用
化
に
向
け
た
検

討
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
市
民
や
関
係
者
を
対
象
と

し
、
こ
れ
ま
で
の
実
験
成
果
や
水
素
エ
ネ

ル
ギ
ー
利
用
に
つ
い
て
、
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
も
交
え
て
わ
か
り
や
す
く

解
説
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
次
の
と
お
り
報
告
会
を
開
催
し
ま

す
の
で
、
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
日
時
／
12
月
２
日
㈪

　
15
時
30
分
～
17
時

●
場
所
／
田
沢
湖
総
合

開
発
セ
ン
タ
ー 

大
集

会
室

●
講
師
／
土
屋
範
芳
氏

　
（
東
北
大
学
大
学
院

　
環
境
科
学
研
究
科
長
・

教
授
）

玉
川
温
泉
水
を
利
用
し
た
水
素
生
成
実
験
と

水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

【
問
合
せ
】地
方
創
生
・
総
合
戦
略
室（
田
沢
湖
庁
舎
） 

☎（
43
）３
３
１
５

入場無料

日時 11 月 30 日㈯
14 時～ 15 時 30 分

（開場：13 時 30 分）

仙北市民会館

「睡眠の質と心の健康」　内藤信吾先生
（市立秋田総合病院 精神科 科長 兼 認知症疾患医療センター長）

仙北市医療協議会 問合せ　保健課　☎ 55-1112

会場

※角館・西木方面からは、送迎バスがでます。
ご利用される方は保健課までご連絡ください。

講演

主催

前
回
（
２
月
）
の
報
告
会
で
の
実
験
の
様
子
。
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保育を必要とする0歳（産休明け満8週経過後）～3歳未満の児童。家庭的な雰囲気の
中で少人数の保育を行う施設家庭的保育事業

施設名 定員 入室対象 開所時間

保育室ねむねむのき
田沢湖生保内字武蔵野105-403
☎ 090-2796-9092（管理者　田中）

3人 0歳～3歳
未満の児童 月～金 8:00 ～ 18:00（土日祝日、年末年始を除く）

施設名 定員 入園対象 利用時間
市立白岩小百合保育園
角館町白岩上西野 93-1　☎ 54-1083 60人 0 歳～ ※認定こども園の保育利用時間と同じです。

【保育時間利用】0歳（産休明け満8週経過後）～就学前の児童。
月～土　7:30 ～ 18:30 までの保育を必要とする時間

（日・祝日、年末年始を除く）

市立角館西保育園
角館町雲然田中 437-2　☎ 53-2522 60人 0 歳～

市立中川保育園
角館町川原羽黒堂 324-1　☎ 53-2404 45人 0 歳～

0歳（産休明け満8週経過後）～就学前の児童認可保育園

保育の認定基準
　保育時間利用を希望するためには、保護者が次のいずれ
かに該当することが必要です。
▶就労　▶妊娠・出産　▶保護者の疾病、障がい
▶同居者の介護など　▶災害復旧　▶求職活動　▶就学
▶虐待やＤＶの恐れがある
▶育児休業中にすでに保育を利用している児童がいて継続
　利用が必要
▶その他、上記に類すると認められる場合
※その他詳細は、施設利用案内をご覧ください。

施設名 定員 入園対象・利用時間

だしのこ園 ※1
田沢湖生保内字武蔵野117-263　☎43-1025

130 人 【教育時間利用】3歳～就学前の児童。
月～金　8:30 ～ 15:30

（土日祝日、長期休業、年末年始を除く）
教育時間以外で預かり保育事業も実施します。

【保育時間利用】0歳（産休明け満8週経過後）～就学前の児童。
月～土　7:30 ～ 18:30 までの保育を必要とする時間

（日・祝日、年末年始を除く）

※ 1 運営主体「社会福祉法人 はなさき仙北」
※２ 令和 2 年 4 月より運営主体が「社会福祉法人 はなさき仙北」
　     になります。

神代こども園 ※1
田沢湖神代字珍重屋敷89-3　☎44-2502

120人

角館こども園
角館町中菅沢 91-1　☎53-2918

214人

にこにここども園※2
西木町門屋字六本杉2-1　☎47-2525

90人

ひのきないこども園※2
西木町桧木内字高屋137　☎48-2345

50人

幼稚園と保育園の特徴をあわせ持った施設認定こども園

申込書類配布開始 11/20 水 ～ 12/2月 ～12/16 月申込期間

子育て推進課（西木庁舎）、田沢湖・角館地域センター、各出張所で行います。
※すでに入園されている児童へは、在籍している園より配布します。

施設利用案内・
申込書配布場所

仙北市子育て推進課　☎43-2280問合せ

施設利用手続きの流れ

新規入園希望
⇒仙北市子育て推進課、田沢
湖・角館地域センター、各出
張所へ
すでに入園している児童
⇒直接園へ
それぞれお申し込みください。

（12月16 日まで）

3歳未満の児童
（平成 29 年 4 月 2 日

以降生まれ）

3歳以上の児童
（平成 26 年 4 月 2 日
～平成29年4月1日生まれ）

利用したい園に直接お申し込
みください。（12月16日まで）

入園許可書の通知（令和 2年1月頃）
支給認定証の交付（令和 2 年 2月）

認定こども園
（教育時間利用）

面接・聴き取りなどでの保育必要
度の審査
定員に対する申込状況に応じて利
用調整（令和 2 年 1月）

・支給認定証
・入所承諾書 の通知（令和 2年2月）

認定こども園
（保育時間利用）

認可保育園
家庭的保育事業

保育料の算出方法
　認定こども園・認可保育園・家庭的保育事業
の保育料は、保護者の市区町村民税の課税状況、
施設の利用時間、児童の年齢によって算出され
ます。　※ 3 歳児～ 5 歳児は無償化となっています。

認定こども園・保育園・家庭的保育事業

園

令和2年度

内入 案

ご利用前にチェック！
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生
涯

学
び

ふ
れ
あ
い

心
豊
か
に学

習
生涯学習課　 ☎43-3383
田沢湖公民館 ☎43-1061
角館公民館　 ☎54-1110
西木公民館　 ☎47-3100

村
）で
陶
芸
体
験
を
し
た
り
し
ま

し
た
。
5
回
目
の
交
流
と
あ
っ
て
、

子
ど
も
た
ち
の
会
話
も
自
然
と
盛

り
上
が
り
ま
す
。

　
中
川
小
学
校
の
大
澤
蒼
介
さ
ん

は
、「
角
館
小
学
校
の
人
た
ち
と
活

動
で
き
て
楽
し
か
っ
た
。
ま
だ
話

し
て
い
な
か
っ
た
人
た
ち
と
も
仲

良
く
な
れ
た
。
次
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
で
も
一
緒
に
学
ん
で
い
き

た
い
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
角
館
小
学
校
の
櫻
田
萌

菜
さ
ん
は「
中
川
小
学
校
の
友
だ

ち
と
一
緒
に
作
品
を
作
る
中
で
，

自
然
と
会
話
が
は
ず
み
仲
良
く
な

れ
た
。
来
月
も
テ
レ
ビ
局
見
学
を

一
緒
に
す
る
の
で
も
っ
と
仲
良
く

第97号

心
豊
か
な
教
育
文
化
の
ま
ち

《
仙
北
市
教
育
委
員
会
だ
よ
り
》

教育委員会 教育総務課内　北浦教育文化研究所  ☎43-3387KITAURA №97

　
仙
北
市
民
を
対
象
と
し
た
次
の
公
民
館
講
座

の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。
受
講
を
希
望
さ
れ

る
方
は
各
講
座
の
申
込
期
間
の
平
日
９
時
か
ら

17
時
ま
で
、
各
公
民
館
の
窓
口
ま
た
は
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※「
親
子
ソ
ー
プ
カ
ー
ビ
ン
グ
教
室
」は
角
館
公
民
館
の

み
の
受
付
と
な
り
ま
す
。

　
公
民
館
講
座
受
講
者
募
集

「本を読みたい !!」と思える図書室環境
です。

　
角
館
小
学
校
と
中

川
小
学
校
は
来
年
度
、

統
合
す
る
こ
と
が
決

ま
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
統
合
を
前
に

両
校
で
交
流
学
習
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
子
ど
も
た
ち

同
士
が
仲
良
く
な
る

こ
と
を
目
的
に
各
学
年
で
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
５
年
生
が
総
合
学
習

の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　
「
匠（
た
く
み
）の
技
に
学
ぼ
う
」

と
題
し
、
雲
巖
寺
を
見
学
し
た

り
、
森
林
工
芸
館（
あ
き
た
芸
術

　

皆
さ
ん
は
、
学
校

図
書
館
支
援
員
を
ご

存
知
で
し
ょ
う
か
？

　

仙
北
市
で
は
、
学

習
資
料
館
か
ら
２
人

の
支
援
員
を
派
遣
し

て
い
ま
す
。
市
内
の

小
・
中
学
校
全
12
校

を
巡
回
し
て
、
学
校

図
書
室
の
運
営
や
整
備
に
携
わ

り
、
児
童
・
生
徒
の
読
書
環
境
充

実
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。
こ
の
取
組
は
約
10
年
前
か

ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
い
つ
も
頑
張
る
支
援

員
の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。
訪
問

は
２
週
間
に
１
度
ほ
ど
。
学
校
ご

と
に
特
色
や
蔵
書
数
の
違
い
が
あ

り
、
業
務
内
容
も
様
々
で
す
。

　
図
書
委
員
の
サ
ポ
ー
ト
や
図
書

の
装
備
・
整
備
の
ほ
か
、
力
を
入

れ
て
い
る
の
が
、本
に
興
味
を
持
っ

て
図
書
室
に
足
を
運
ん
で
く
れ
る

よ
う
な
展
示
の
工
夫
で
す
。
本
を

探
す
目
印
と
な
る「
見
出
し
」「
作

家
名
」「
紹
介
コ
メ
ン
ト
」な
ど
は

カ
ラ
フ
ル
で
楽
し
く
、
季
節
感
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
も
特
筆
す
べ
き
は「
新

着
コ
ー
ナ
ー
」の
見
せ
方
で
す
。
子

親
子
で
楽
し
み
な
が
ら
作
り
ま
せ
ん
か

　
専
用
の
石
け
ん
に
花
の
模
様
な
ど
を
彫
刻

す
る
ソ
ー
プ
カ
ー
ビ
ン
グ
。
完
成
し
た
作
品

は
香
り
も
良
く
、
イ
ン
テ
リ
ア
と
し
て
も
部

屋
を
彩
り
ま
す
。
親
子
で
楽
し
み
な
が
ら
ソ
ー

プ
カ
ー
ビ
ン
グ
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

●
日
時
／
12
月
21
日
㈯ 

９
時
30
分
～
11
時
30
分

●
場
所
／
角
館
公
民
館 

研
修
室
１

●
講
師
／
黒
澤
美
鈴
氏

●
受
講
料
／
無
料

●
定
員
／
親
子
８
組（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

●
申
込
期
間
／
11
月
18
日
㈪
～
28
日
㈭

●
申
込
・
問
合
せ
／
角
館
公
民
館

親 

子ソ
ー
プ
カ
ー
ビ
ン
グ
教
室

新
年
の
あ
い
さ
つ
は
手
書
き
に
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
使
い
慣
れ
て
い
る
ペ
ン
で
、
年
賀
状
の
書
き

方
を
練
習
し
ま
す
。今
年
は
、気
持
ち
の
こ
も
っ

た
手
書
き
の
年
賀
状
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

●
日
時
／
12
月
６
日
・
13
日（
毎
週
金
曜
日
・
全

２
回
） 

10
時
～
11
時
30
分

●
場
所
／
西
木
公
民
館

●
講
師
／
鈴
木
佐
岐
子
氏

●
持
ち
物
／
筆
記
用
具（
筆
ペ
ン
・
ボ
ー
ル
ペ

ン
・
鉛
筆
な
ど
）

●
受
講
料
／
無
料

●
定
員
／
15
人（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

●
申
込
期
間
／
11
月
19
日
㈫
～
12
月
４
日
㈬

●
問
合
せ
／
西
木
公
民
館

 

手 

書
き
の
年
賀
状
教
室

「３年生お疲れさまでした」「頑張れ 1、2年生」

　
10
月
に
は
仙
北
市
内
の
中
学
校
で

学
校
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
学

校
祭
を
終
え
た
西
明
寺
中
学
校
の
生
徒

会
執
行
部
員
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
き

ま
し
た
。「
先
輩
後
輩
の
区
別
な
く
意
見

を
出
し
合
お
う
」「
一
人
ひ
と
り
が
意
欲

的
に
活
動
し
よ
う
」を
合
い
言
葉
に
し

て
、
全
校
生
徒
が
一
丸
と
な
っ
て
学
校

祭
を
つ
く
り
あ
げ
て
き
た
そ
う
で
す
。

　
「
心
に
残
っ
て
い
る
場
面
は
？
」と

尋
ね
た
と
こ
ろ
、
生
徒
会
副
会
長
の
鈴

木
未
来
さ
ん
は「
花
道
を
作
っ
て
お
客

さ
ま
を
お
見
送
り
し
た
時
に『
い
が
っ

た
よ
』『
素
晴
ら
し
が
っ
た
よ
』と
声
を

か
け
て
い
た
だ
い
た
時
、
充
実
感
で
胸

が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
」と
の
こ
と
で

し
た
。
ま
た
、
生
徒
会
長
の
佐
藤
晃

一
さ
ん
は「
閉
幕
集
会
で
後
輩
が
３
年

生
一
人
ひ
と
り
の
頑
張
り
を
讃
え
て
く

れ
た
。
ま
た
、『
先
輩
を
超
え
た
い
』と

言
っ
て
も
ら
っ
た
時
、
本
当
に
う
れ
し

か
っ
た
」と
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。
こ

れ
に
関
し
て
は
生
徒
会
担
当
の
後
藤
春

子
先
生
か
ら
も「
３
年
生
が
素
晴
ら
し

か
っ
た
。
そ
れ
を
見
て
後
輩
は『
３
年

生
の
よ
う
に
な
り
た
い
』と
思
う
よ
う

に
な
っ
た
」と
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
中
学
校
で
は
学
校
祭
を
分
岐
点
と

し
て
新
・
旧
生
徒
会
が
入
れ
替
わ
る
こ

と
が
多
い
で
す
。
市
内
す
べ
て
の
中
学

校
で
、
１・２
年
生
に
は「
素
晴
ら
し
い

先
輩
を
超
え
よ
う
」と
い
う
意
気
込
み

で
頑
張
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
３
年
生
は
そ
ん
な
下
級
生

の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

楽しい雰囲気の中、器を作っています。

学校図書館支援員
学校を支える大きな力

角館・中川小学校
期待膨らむ交流学習

　
生
涯
学
習
活
動
紹
介

皆さん真剣です。手先に集中して。

ど
こ
に
飾
ろ
う
か
な

　

ち 

ぎ
り
絵
教
室

　
ち
ぎ
り
絵
は
初
め
て
と
い
う
参
加
者
の

皆
さ
ん
。「
ど
う
や
っ
て
作
る
ん
だ
ろ
う
」と

い
う
不
安
と
期
待
で
始
ま
り
ま
し
た
が
、
講

師
の
菅
原
知
子
さ
ん
が
手
本
を
見
せ
る
と

一
同
に「
す
ご
い
」、「
素
晴
ら
し
い
」な
ど

と
感
心
し
た
様
子
で
、
制
作
意
欲
が
高
ま
っ

て
い
き
ま
し
た
。

　
初
め
は
、
お
ぼ
つ
か
な
い
手
つ
き
で
し
た

が
、
徐
々
に
要
領
を
得
て
、
試
行
錯
誤
を
し

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
る
様
子
が
伺
え
ま

し
た
。
今
回
は
、「
茄
子
」が
テ
ー
マ
で
し
た

が
、
ほ
か
に
も
花
や
風
景
、
動
物
な
ど
そ
れ

ぞ
れ
奥
深
さ
を
感
じ
る
ち
ぎ
り
絵
も
作
り

ま
し
た
。

楽しみながら、真剣に作品を作っている様子。

な
れ
る
と
思
う
」と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　
来
年
度
が
と
て
も
楽
し
み
に
な

る
交
流
学
習
で
し
た
。

ど
も
の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、

２
人
の
支
援
員
は
独
自
の
工
夫
で

本
の
魅
力
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん

も
機
会
が
あ
っ
た
ら
図
書
室
を
の

ぞ
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

西
明
寺
中
学
校

３
年
生
か
ら
の
バ
ト
ン

なるほど、そうやるのか。

完成、きれいだな。
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保
健

と

の

健
康

掲
示
板

保
健
と
健
康
の
掲
示
板

 

　
乳
幼
児
突
然
死
症
候
群
（Sudden 

Infant D
eath Syndrom

e

：
以
下

Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
）
は
、
何
の
予
兆
や
既
往

歴
も
な
い
ま
ま
乳
児
が
死
に
い
た
る

原
因
の
わ
か
ら
な
い
病
気
で
す
。
平

成
30
年
に
全
国
で
60
人
の
乳
児
が
Ｓ

Ｉ
Ｄ
Ｓ
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
予
防
方
法
は
確
立
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
次
の
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
守
る

こ
と
に
よ
り
発
症
率
が
低
く
な
る
と

い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。

　

発
症
率
を
低
く
す
る

三
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
１
歳
に
な
る
ま
で
は
、
寝
か
せ
る

時
は
あ
お
む
け
に
寝
か
せ
ま
し
ょ
う

　
う
つ
ぶ
せ
、
あ
お
む
け
で
も
発
症

し
ま
す
が
、
う
つ
ぶ
せ
に
寝
か
せ
た

時
の
方
が
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
発
症
が
高

い
と
い
う
こ
と
が
研
究
調
査
か
ら
わ

か
っ
て
い
ま
す
。
医
学
上
の
理
由
で

う
つ
ぶ
せ
寝
を
勧
め
ら
れ
て
い
る
場

合
以
外
は
あ
お
む
け
に
寝
か
せ
ま

し
ょ
う
。

②
で
き
る
だ
け
母
乳
で
育
て
ま
し
ょ
う

仙北市ホームページ
はコチラ！

睡
眠
中乳

幼
児
突
然
死
症
候
群

の

な
な い

ろ通信

仙北市
版ネウボラ

【電話相談／仙北市保健課】

《固定電話》 ☎ 55-1112
《携帯電話》     080-2813-0835

妊
娠

出
産

乳
幼
児
期

フィンランド語で「相談する場所」が日本語に
近い意味。フィンランドでは、「ネウボラ」として、
かかりつけの担当者や専門職が、妊娠期から就
学期まで切れ目なくサポートしています。

ネ ウボ ラ っ て？

子

育て
世代包

括支援セン

タ
ー

③
た
ば
こ
を
や
め
ま
し
ょ
う

　
妊
婦
自
身
の
喫
煙
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
妊
婦
や
赤
ち
ゃ
ん
の
そ
ば
で

の
喫
煙
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

窒
息
防
止
の
た
め
に

　
睡
眠
中
に
赤
ち
ゃ
ん
が
死
亡
す
る

原
因
は
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
ほ
か
窒
息
な
ど

に
よ
る
事
故
が
あ
り
ま
す
。

①
う
つ
ぶ
せ
に
な
っ
た
場
合
に
顔
が

埋
ま
ら
な
い
よ
う
に
、
敷
布
団
・
マ
ッ

ト
レ
ス
・
枕
は
赤
ち
ゃ
ん
用
の
固
め

の
も
の
を
、
掛
け
布
団
は
軽
い
も
の

を
使
い
ま
し
ょ
う
。

②
枕･

タ
オ
ル･
よ
だ
れ
か
け
、
ぬ

い
ぐ
る
み
な
ど
が
口
や
鼻
を
お
お
っ

た
り
、
ヒ
モ
な
ど
の
首
に
巻
き
付
い

た
り
す
る
も
の
は
赤
ち
ゃ
ん
の
近
く

に
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ト
の
柵
は
常
に
上
げ

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

11
月
は
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
対
策
強
化
月
間

で
す

　お口の健康の確認のために、対象の方はぜひ
この機会に受診しましょう。

高齢者歯科口腔健診・歯周疾患検診のお知らせ
問合せ／仙北市保健課  ☎55-1112　受診は 12月末までです

■ 対象者　今年度中に 40・50・60・70歳になる方
※対象の方には「オレンジ色」の受診券が配布されています。

歯周疾患検診

■ 対象者
仙北市・大仙市・美郷町の協力歯科医療機関
※受診券の裏面に医療機関一覧を載せています。

■ 料金　　1,000円
[ 無料になる方 ] 仙北市国保の方、今年度中に 70歳
になる方、後期高齢者医療保険被保険者、生活保護
受給者、社会保険で非課税世帯の方（市・県民税世帯
証明書をご持参ください）

後期高齢者歯科口腔健診

■ 対象者　受診日に 75歳以上の方
※対象の方には「緑色」の受診券が配布されています。

■ 健診場所
仙北市・大仙市・美郷町の協力歯科医療機関
※受診券の裏面に医療機関一覧を載せています。

■ 料金　　無料

□ 受診券の発行を希望される方は、保健課へご連絡ください。
□ 対象年齢早見表は「平成31年度版　仙北市健診ガイド」1ページに掲載しています。
□ 協力医療機関一覧は「平成31年度版　仙北市健診ガイド」8ページに掲載しています。
□ 「平成31年度版　仙北市健診ガイド」は市ホームページでもご確認いただけます。

平成31年度版
仙北市健診ガイド

　対象者　

　角館・神代・西明寺地区の方、もう少し利用可能ですので追加募集をします。
　“ 自分の足で行きたいところに行く ”“ 自分のしたいことができる ” をかなえるための運動
を、専門スタッフから楽しみながら学ぶことができる教室です。自宅でもできる運動の方法
や、転倒予防についても学ぶことができます。

▶ 65 歳以上の少し足腰の力が落ちたり体力に不安
がある方で、短期間集中的に運動することで元気
になりたい方。

▶介護保険の認定を受けていない方
▶要支援1、2の認定を受けている場合はデイサービ

スを利用していない方。

令和2年1月～３月まで
週１回午前90分（全12回）

市内のデイサービス事業所
（市と契約をした事業所）

実施事業所ごとに受け入れ可能な人数が異なります。
まずはご相談ください。

申込・問合せ／仙北市包括支援センター  ☎43-2283

元気はつらつ教室

　11 月 29 日㈮

　所得に応じて自己負担があります。

① 訪問して教室の対象となるかを確認します。
     ※「基本チェックリスト」の結果、対象とならな
        い場合もあります。
② 生活状況をお聞きしながら、支援計画を作ります。
③ デイサービスで、個人の体力や目標に合わせた運

動を行います。
④ 教室終了後は、介護予防教室の紹介などの支援を

行います。

仙北市短期集中
通所型サービス事業 参加者募集！

病気や骨折後の回復を目指す方、体力が落ちてきた方
におすすめです！

送迎あります !

　実施場所　

　期間・回数　

　申込期限　

　参加料　

　募集人数　

　教室の流れ　

追加募
集 !

問合せ／仙北市保健課  ☎55-1112

　　インフルエンザにかからないためには？

▶外から帰ったら手洗い、うがいを徹底しましょう！
▶流行前に予防接種を受けましょう！
※インフルエンザワクチンは、重症化を防ぐ効果が確認さ
れています。効果が出るまでに２週間から１か月ほどかか
るので、早めの接種をおすすめします。
▶湿度を適切に保ちましょう！
※50％以上に保つとインフルエンザウイルスの生存率が激
減するといわれています。
▶十分な休養とバランスの取れた食事を心がけましょう！
▶人混みを避け、外出時はマスクを着用しましょう！

インフルエンザにご用心!
　インフルエンザは 11月から感染者が目立ち始めるの
で流行前の対策が肝心です。インフルエンザは風邪の
症状とよく似ていますが、重症化しやすいので正しい
知識を身につけて一人ひとりが予防を心がけることが
重要です。

　　インフルエンザにかかってしまったら？

▶医療機関を受診し治療を受けましょう！
▶安静にして、休養をとりましょう！
▶水分を十分に補給しましょう！

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

症状：急な高熱（主に 38℃以上）、強い悪寒（さ
　　   むけ）、強い倦怠感（だるさ）、頭痛・関節痛・
　　   筋肉痛などの全身症状、のどの痛みなど
感染力 : 非常に強い
潜伏期間：２日前後
重症化：高齢者や乳幼児は重症化しやすい

風　
邪

症状：くしゃみ、鼻水、鼻づまり、のどの痛み、咳、
　　  たん
感染力：比較的弱い
潜伏期間：２～５日
重症化：重症化することは少ない

　　インフルエンザと風邪の違い

健康ワ
ンポイ

ント
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おしらせ
ナビ

相
談

募
集

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト

セ
ミ
ナ
ー
・
教
室

セ
ミ
ナ
ー
・
教
室

まぼろしの
田沢ながいもまつり

【日時】11月23日 土・祝 9:00～完売次第終了
【場所】市立田沢湖病院駐車場
【内容】 ▼田沢ながいもの販売（標準価格

750円／ kg、販売予定数量400本）。
当日、8:30より、会場で購入を希望
する方に「購入予約券（お1人様5本ま
で）」を配布します。

【問合せ】仙北市商工会田沢湖支所
　☎43-0372

▼ ▼ ▼ Eventsイベント

だしのこ園わんぱくフェスタ
　だしのこ園の子どもたちの元気な歌や
踊りを地域の皆さまにもご覧いただきた
いと思います。ぜひ、お出でください。

【日時】12月3日火 10:00 ～ 11:30
【場所】だしのこ園 ホール
【その他】スリッパ（内履き）をご持参く

ださい。寒くないような服装や膝かけ
など準備してお出でください。

【問合せ】社会福祉法人 はなさき仙北 
　だしのこ園  ☎43-1025

▼ ▼ ▼ Eventsイベント

▼ ▼ ▼ Eventsイベント

秋田県立博物館出張展示
輝きの中の鉱物たち－大地の芸術作品－
　角館樺細工伝承館では、11 月 9 日より秋田県立博物館
出張展示「輝きの中の鉱物たち－大地の芸術作品－」を
開催しています。大自然が創り出したダイヤモンドの原
石やバラの花のような結晶など、普段はなかなか目にす
ることの少ない鉱物たちが、夜空の星のように輝きます。
美しい鉱物の結晶を、ぜひこの機会にご覧ください。
会期   令和2年1月26日㈰ まで 

【開館時間】《11月30日まで》9:00 ～ 17:00（入館は
　16:30まで）　《12月1日から》9:00 ～ 16:30（入館は
　16:00まで）

【休館日】12月28日土 ～令和2年1月4日土
【観覧料】大人（高校生以上）300円、小人（小中学生）150円
　※団体割引あり・仙北市民は無料

【問合せ】角館樺細工伝承館  ☎54-1700

大
自
然
の
創
り
出
す
芸
術
作
品
。

美
し
い
鉱
物
た
ち
の
輝
き
。

【観覧料】 大人（高校生以上）300円［200円］ 小人（小・中学生）150円［100円］
　　　　 ※［  ］内は20名様以上の団体料金　仙北市民は無料

角館樺細工伝承館

2019.11/9●～2020.1/26●土 日

輝
き
の
中
の

鉱
物
た
ち

―
 

大
地
の
芸
術
作
品 ―

秋
田
県
立
博
物
館
出
張
展
示

会場：角館樺細工伝承館
〒014-0331 秋田県仙北市角館町表町下丁10-１　TEL 0187-54-1700　FAX 0187-54-1701

●お車でお越しの方は、徒歩2分の「市営桜並木駐車場」をご利用ください。

9時～17時（入場は16時30分まで）11月末まで

9時～16時30分（入場は16時まで）12月から

【休館日】12月28日～1月4日

仙北市総合情報センター主催
第1回パソコン講座

【パソコン基本】12月3日火 、4日水  
　マウス ･ キーボード操作、文字入力、

インターネット、電子メールなど 《対
象：初心者》

【ワード・エクセル基本】12月10日 火 、
17日 火  文章作成、計算・表作成など 

《対象：パソコン基本操作をおおよそ習
得している方》

【時間】9:00 ～ 12:00
【場所】仙北市総合情報センター 研修室
【受講料】仙北市民は無料。仙北市外の方

はパソコン使用料がかかります。
【定員】各19人（新規受講者優先）
【その他】 ▼ センター備えつけのパソコ

ンを使用します。 ▼ テキストは、学
研 の「 す ぐ に わ か る パ ソ コ ン 入 門
Windows10」を 書 店（ ブ ッ ク イ ン
105など）で購入し持参願います。

【申込・問合せ】仙北市総合情報センター
11月18日～ 25日（土・日・祝日を除
く）  ☎43-3339

▼ ▼ ▼ Seminar&Lessonセミナー・教室

ドローンテクニカルチャレンジ2019    参加無料

　2017、2018 に続いて 3 回目となるドローンのレースイベントを開催します。
　今回は、小学校の授業でも使われている小型のドローンを使い、ドローンに触ったこ
とがない人から経験者まで、ミニゲームや本格レースを体験していただけます。出場、
観戦どちらも無料！皆さまお誘いあわせのうえ、ぜひご来場ください。

【日時】11月23日 土・祝  13:00 ～ 19:00（12:30開場） ▼《ビギナー部門》13:00 ～16:00 ※
初心者向け（要申込） ▼《アドバンス部門》16:00 ～19:00 ※経験者向け（要申込） ▼《ミニ
チャレンジ》13:00 ～19:00 ※どなたでも（申込不要）

【場所】角館交流センター
【対象者】小中学生はもちろん、ドローンに興味がある方
【申込方法】①氏名 ②年齢 ③連絡先 ④在住市町村 ⑤ドローン歴 ⑥出場部門 を下記へご

連絡ください。
【その他】 ▼両部門とも上位入賞者には賞状と副賞あり。 ▼両部門とも、使用機体（DJI 

Tello）は大会事務局で準備します。 ▼詳細は大会ホームページ（https://www.dtc.
life/）をご覧ください。

【申込・問合せ】仙北市地方創生・総合戦略室  ☎43-3315
　E-mail sousei@city.semboku.akita.jp

▼ ▼ ▼ Eventsイベント

リフレッシュ
in 学習資料館 vol.3
　学習資料館では、おはなし会「うさぎ
のみみ」終了後、１時間の託児を行って
います。日ごろ、なかなか自分の時間を
もてないお母さん、たまには図書館で好
きな本や雑誌をみてリフレッシュしませ
んか？お気軽にお問合せください。
※３月まで毎月開催します。

【日時】12月7日 土 11:00 ～ 12:00《託
児》（10:00 ～ 11:00まではおはなし
会「うさぎのみみ」）

【場所】学習資料館（仙北市総合情報セン
ター内）

【対象】就学前幼児のいる方
【協力】はっぴい・マム、おはなしボラン

ティア「うさぎのみみ」
【申込・問合せ】仙北市学習資料館・イベ

ント交流館 ☎43-3333  FAX53-2701

▼ ▼ ▼ Eventsイベント

参加無料

【
前
回
の
託
児
の
様
子

（
10
月
25
日
）】
み
ん
な
で

楽
し
く
お
ま
ま
ご
と
、
ジ

グ
ソ
ー
パ
ズ
ル
や
ぬ
り

え
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
〝
地
方
の
時
代
〟を
感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
実
態
の
な
い
流
行
語
の
よ
う
に
、
国
内
に

あ
ふ
れ
た
現
象
は
何
度
か
経
験
し
ま
し
た
。
例

え
ば
地
方
分
権
の
推
進
議
論
で
、
ま
た
は
省
庁

再
編
や
首
都
移
転
議
論
で
、
あ
る
い
は
国
政
選

挙
の
街
頭
演
説
な
ど
で
お
馴
染
み
で
す
。

　

提
唱
者
は
、
神
奈
川
県
知
事
だ
っ
た
長
州

一
二
さ
ん
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す（
地
方
自
治

総
合
研
究
所
コ
ラ
ム
よ
り
）。
も
う
40
年
も
前

の
こ
と
で
す
。
長
州
さ
ん
は
横
浜
市
が
開
催
し

た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、「
社
会
・
経
済
・
文
化
創

造
の
在
り
方
を
地
域
視
点
で
捉
え
な
が
ら
、
今

後
は
委
任
型
中
央
集
権
か
ら
参
加
型
地
方
分
権

へ
転
換
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
」と
指
摘
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
全
国
の
改
革
派
と
呼
ば
れ
る

行
政
ト
ッ
プ
が〝
地
方
の
時
代
〟を
連
呼
し
て
、

多
く
の
選
挙
戦
で
勝
利
を
収
め
ま
し
た
。
後
年

に
な
り
、
国
も
小
泉
政
権
で「
三
位
一
体
改
革
」

を
推
進
し
ま
し
た
が
、
各
省
庁
の
権
益
温
存
主

義
や
族
議
員
の
壁
に
阻
ま
れ
て
、
難
産
に
な
っ

た
幾
つ
か
の
政
策
が
あ
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
現
在
は
当
時
と
全
く
違
う
世
の
中

で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
社
会
、
ス
マ
ホ
社
会

の
成
熟
が
、
今
に
な
っ
て
、
や
っ
と〝
地
方
の

時
代
〟を
可
能
に
し
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
例

え
ば
、
観
光
の
領
域
で
は「
八
幡
平
ド
ラ
ゴ
ン

ア
イ（
仙
北
市
玉
川
）」に
訪
れ
る
海
外
か
ら
の

観
光
客
、大
人
気
の
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道「
ご
っ

つ
お
玉
手
箱
列
車
」、
開
店
と
同
時
に
売
り
切

れ
に
な
る「
ま
ぼ
ろ
し
の
田
沢
な
が
い
も
」、
武

家
屋
敷
通
り
の
真
っ
赤
な
ポ
ス
ト
…
、
ど
れ
も

地
域
発
信
の
情
報
で
、
そ
れ
を
観
た
り
食
べ
た

り
撮
っ
た
り
す
る
目
的
だ
け
で
、
世
界
中
の
皆

さ
ん
が
移
動
し
ま
す
。
仕
事
だ
っ
て
、
電
車
に

揺
ら
れ
て
会
社
に
出
勤
し
な
く
て
も
自
宅
の
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
で
十
分
可
能
で
す
。
テ
レ
ワ
ー
ク

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
時
間
や
場
所

に
拘
ら
な
い
就
労
形
態
）は
、
働
き
方
改
革
の

切
り
札
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
仙
北
市
で
は

数
年
前
か
ら
実
証
実
験
を
繰
り
返
し
て
い
て
、

優
し
い
自
然
環
境
、
美
味
し
い
食
べ
物
、
空
き

家
の
多
さ（
皮
肉
で
す
が
…
）な
ど
で
高
い
評
価

が
あ
り
ま
す
。
も
う「
東
京
に
行
か
な
け
れ
ば

夢
が
叶
わ
な
い
」な
ん
て
、
過
去
の
こ
と
で
す
。

　

来
年
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
す
。
混
雑
す
る
期
間
、
首
都
か
ら
地

方
に
移
っ
て
、
仕
事
を
し
よ
う
と
考
え
て
い
る

民
間
企
業
の
お
話
を
聞
き
ま
す
。
が
、私
は「
そ

れ
っ
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
期
間
に
限
っ
た
話
し

じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
」っ
て
言
っ
て
い
ま
す
。

仙
北
市
長　
門
脇　
光
浩

『
今
こ
そ
地
方
の
時
代
』

まちづくり
市長の

日　記
No.161

　

10
月
９
日
、
東
京
で
開
催
さ
れ
た
令

和
元
年
度
ジ
ャ
パ
ン
・
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
通
常
総
会
に
出
席
し
ま
し
た
。
全

国
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
連
絡
協
議
会

か
ら
ジ
ャ
パ
ン
・
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
に
組
織
移
行
し
て
10
年
の
節
目
の
総
会

と
な
り
ま
し
た
。

　
総
会
前
に
は
、東
京
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ッ

ク
ス
が
ロ
ケ
支
援
し
た
映
画「
駅
ま
で
の

道
を
お
し
え
て
」の
上
映
会
と
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム「
海
外
映
像
制
作
者
が
フ
ィ
ル
ム
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
求
め
る
も
の
」が
行
わ
れ

ま
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
日
本
と

海
外
の
映
像
制
作
者
が
双
方
と
も
日
本
で

の
撮
影
中
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
述
べ
て

い
ま
し
た
。
日
本
で
撮
影
を
行
う
際
に
は
、

事
前
に
文
化
と
作
法
、
流
儀
の
違
い
を
伝

え
て
お
く
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

　
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
、
第
５
回
Ｊ
Ｆ
Ｃ

ア
ウ
ォ
ー
ド
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
最
優
秀

賞
に
は
映
画「
散
り
椿
」の
撮
影
支
援
を
し

た
富
山
県
フ
ィ
ル
ム
オ
フ
ィ
ス
が
選
ば
れ

かくのだてフィルムコミッション
（仙北市観光課内）  ☎ 43-3352

https://kakunodate-fc.jp/

かくのだてフィルムコミッション

ロケーションだより
Kakunodate Film Commission

ま
し
た
。
単
独
の
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ン（
以
下
Ｆ
Ｃ
）が
撮
影
支
援
を
行
う
だ
け

で
は
な
く
、
近
隣
の
県
と
協
力
し
て
、
ロ

ケ
地
マ
ッ
プ
や
Ｐ
Ｒ
、
旅
行
商
品
の
開
発

な
ど
、
様
々
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を

行
っ
た
事
が
選
ば
れ
た
理
由
の
よ
う
に
感

じ
ま
し
た
。
我
々
か
く
の
だ
て
フ
ィ
ル
ム

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
も
地
域
内
だ
け
で
は
な
く
、

秋
田
県
全
域
で
協
力
体
制
を
整
え
、
Ｆ
Ｃ

活
動
を
行
っ
て
い
く
こ
と
の
必
要
性
を
感

じ
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
総
会
で
は
役
員
の
改
選
が
あ

り
、日
本
の
Ｆ
Ｃ
設
立
か
ら
活
動
に
関
わ
っ

て
い
た
田
中
ま
こ
氏
が
理
事
長
を
退
任
し
、

新
理
事
長
に
泉
谷
昇
氏
が
就
任
し
ま
し
た
。

　
泉
谷
新
理
事
長
は
就
任
の
挨
拶
で
Ｆ
Ｃ

活
動
の
可
視
化
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
述

べ
ま
し
た
。
今
後
の
Ｆ
Ｃ
活
動
に
期
待
し

て
い
ま
す
。

（
会
長　
坂
本  

洋
）泉谷昇新理事長から田中まこ理事長へ花束贈呈。
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無料法律相談
　市では、法律問題でお困りの方が、お気軽に法律の専門家（＝弁護士）に相談できるよう、
秋田弁護士会のご協力をいただき、次のとおり無料法律相談を開催します。

【日時】11 月 27 日水 13:30 ～　　　【場所】角館交流センター 第 2 研修室
【相談員】河村憲史弁護士
【相談内容】 ▼一般法律相談（法律問題全般のご相談）  ▼サラ金・クレジットなど多重債務

のご相談  ▼中小企業・個人事業に関するご相談  ▼高齢者・障がい者に関するご相談  

▼交通事故に関するご相談  ▼子どもに関するご相談
【申込方法】総務課総務係に電話で予約してください。
【予約受付時間】平日9:00 ～ 17:00
【相談時間等】1日先着5人。1人30分以内。（①13:30 ～ 14:00  ②14:05 ～ 14:35  ③

14:40 ～ 15:10  ④15:15 ～ 15:45  ⑤15:50 ～ 16:20）　
【その他】相談がスムーズに進むよう、あらかじめ話の内容をまとめてきてください。相

談に必要と思われる資料がありましたらお持ちください。
【問合せ】仙北市総務課  ☎43-1111

▼ ▼ ▼Consultation相　談

第11回 お薬相談会
　今、服用している薬のこと、ご家族が
服用している薬のことなどお薬の相談会
を行います。家に残っている薬の整理（持
参した場合）や家庭用医薬品などお薬の
ことなら何でも相談にのります。お気軽
にご相談ください。

【日時】11月26日火 15:00 ～ 16:30
【場所・問合せ】クオール薬局田沢湖店  

☎43-9189

▼ ▼ ▼Consultation相　談

軽油引取税免税証 ( 農業用）交付申請の集合受付について
　免税証（農業用）の交付を希望する方は、
必要書類をご用意のうえ、右記の会場で申
請手続きをしてください。お住まいの地域
以外の会場でも申請することができます。
なお、総合県税事務所仙北支所での受付は、
令和 2 年 2 月 3 日から行います。ただし、
支所受付分の交付は、集合受付分よりも遅
くなりますので、できるだけ右記の会場で
申請手続きをしてください。

▼午前の受付よりも、午後の受付の方が混
雑が少なく、比較的短い時間で手続きを
することができます。

▼申請書などを記入していない場合、受付は
後回しになりますので、必ず記入したう
えでお越しください。申請書などをお持
ちでない方は、下記までご連絡ください。

▼令和2年の耕作期間中に使用者証（厚紙）
の有効期間が過ぎる場合は、更新申請が
必要です。

▼共同申請には、全員分の印鑑と耕作証明
が必要です。使用者の加入または入れ替
えがある場合は、更新申請が必要になり
ます。

※インターネットからは「秋田県 免税軽
油」で検索してください。申請手続きに
ついてご案内しています。また、一部の
様式をダウンロードできます。

【問合せ】 ▼秋田県総合県税事務所 課税第
二課  ☎018-860-3341

【必要書類等一覧表】

手続き

書類など

新
規

更
新

継
続

機
械
追
加

備考

免税軽油使用者証 ○ ○ ○

免税軽油使用者証交付申請書 ○ ○
交付時に秋田県証紙（400 円分）
が必要。

誓約書 ○ ○

機械の販売証明書 ○ ※ ○ ※機械の追加・入替があれば必要。

免税証交付申請書 ○ ○ ○ ○

耕作証明書 ○ ○ ○ ○ 農業委員会が交付したものに限る。

免税軽油の引取り等に係る報告書 ○ ○ ○

軽油の納品書または販売証明書 ○ ○ ○

未使用の免税証 ○ ○ ○

印鑑 ○ ○ ○ ○

【受付日程】

地域 受付日 時間 会場

田沢湖
西木 12 月 10 日火 

10:00 ～ 11:30
13:00 ～ 15:00

西木総合開発センター 2 階
集会室

角館 12 月 11 日水  角館交流センター
多目的ホール

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

元気なふるさと
秋田づくり顕彰事業
　仙北地域振興局では、地域固有の様々
な課題の解決に向けて、自立的・主体的
な活動に取り組み、他の模範となってい
る団体・個人を募集しています。応募い
ただいた中から選考のうえ受賞者を決定
し、表彰します。

【募集期間】11月1日金 ～ 12月10日火 
【表彰対象】仙北市、大仙市、美郷町にお

ける団体・個人で次の要件を満たすも
の ▼地域のための活動に継続的に取り
組んでいること ▼その活動が、今後も
地域で広がることが見込まれるととも
に、他の模範となっていること

【応募方法】表彰を受けようとする団体・
個人（自薦・他薦問わず）は、推薦調書
を仙北地域振興局に提出してください。

【問合せ】仙北地域振興局地域企画課
　☎0187-63-5114

▼ ▼ ▼ Recruitment募　集

JR東日本 秋田支社
冬期における踏切事故防止
のご協力と踏切通行止めの
お知らせ
　冬期は雪や路面凍結によりスリップし、
踏切上で停止または脱輪してしまうことが
考えられます。踏切前では一旦停止し、左
右の安全を確認してから横断してくださ
い。なお、下記の踏切は通行止めとなります。

【通行止め予定】三之丞踏切（田沢湖卒田
字街道南15-3）

【通行止期間】12月10日 火 ～令和2年3
月31日火 

【問合せ】信号通信指令室
　☎0120-401-625

▼ ▼ ▼ Informationお知らせ

無料人権・困りごと
特設相談所
　悩みごと・困りごとはありませんか？
人権擁護委員が相談に応じます。相談無
料、秘密厳守。ひとりで悩まず相談して
ください。

【期日・場所】 ▼ 12月2日月 ・田沢湖総合
開発センター  ▼ 12月4日 水 ・市役所
角館庁舎、仙北市社会福祉協議会西木
支所

【時間】10:00 ～ 15:00
【問合せ】 ▼秋田地方法務局大曲支局
　☎0187-63-2100  ▼みんなの人権110

番 ☎0570-003-110  ▼子どもの人権
110番 ☎0120-007-110  ▼女性の人
権ホットライン ☎0570-070-810

【人権擁護委員】

《角館地区》 ▼黒澤福子（山谷川崎） ▼茂木
一代（小勝田） ▼千葉悟見（薗田）

《田沢湖地区》 ▼竹田幸博（生保内） ▼髙橋
英幸（田沢） ▼伊藤政和（神代）

《西木地区》 ▼伊東和子（桧木内） ▼佐藤よ
し子（西明寺）

▼ ▼ ▼Consultation相　談

公共職業訓練 1月期生の募集
　ポリテクセンター秋田では、求職者を
対象にものづくり分野に関する専門的技
能・知識を習得するための職業訓練を行っ
ています。

【訓練期間】①②令和2年1月7日 火 ～ 6
月30日 火 （6か月）  ③令和2年1月7
日火 ～ 7月31日金 （7か月）

【時間】9:20 ～ 15:40
【場所】ポリテクセンター秋田（潟上市）
【訓練科（定員）】①電気設備技術科（13人） 

②ビル管理技術科（15人） ③電気設備技
術科《若年者コース・導入訓練付》（15人）

【受講料】無料（テキスト代などは自己負担）
【募集期限】11月28日木 
【応募資格】ハローワークに求職申込をさ

れた方で、新たな技術 ･ 技能を身につ
けて再就職を希望される方

【その他】毎週木曜日に施設見学会を行っ
ています（雇用保険受給中の方は就職
活動として認められます）。

【問合せ】秋田職業能力開発促進センター
（ポリテクセンター秋田）訓練課 受講
者第一係  ☎018-873-3178

▼ ▼ ▼ Seminar&Lessonセミナー・教室

秋田働き方改革推進支援センター
無料出張相談会
　就業規則の作成方法、労務管理全般の
相談、労働関係助成金の活用などについ
て、社会保険労務士が無料でご相談に応
じます。　※予約は不要です。

【日時】12月10日火 13:30 ～ 16:00
【場所】仙北市商工会西木支所
【問合せ】秋田働き方改革推進支援セン

ター  ☎0120-695-783

▼ ▼ ▼Consultation相　談

▼ ▼ ▼ Seminar&Lessonセミナー・教室

12月開催予定の 在職者訓練
【期日】①チラシ作成講習《12月2日月 ・

3日火 》 ②家具・建具の製作講習《12
月4日 水 ・5日 木 》 ③ JW-CAD によ
るプレゼン資料作成講習《12月11日
水 ・12日木 》 ④エクセル関数活用講
習《12月18日水 ・19日木 》

【時間】9:00 ～ 16:00
【場所】大曲技術専門校
【受講資格】現在お勤めしている方
【受講料】無料（テキスト代は別途）
【定員】各10人
【申込・問合せ】大曲技術専門校 民間訓練

支援室  ☎0187-62-6321

仙北市食生活改善推進協議会
～家族が喜ぶ栄養満点のお料理を♪～
健康づくり料理講習会
　仙北市食生活改善推進員と一緒に食事
と健康について考えながら楽しくお料理
を作って試食会をしますので、ぜひご参
加ください。

【日時】12月16日月 10:00 ～ 13:00
【場所】健康管理センター
【内容】食事のお話「育ち盛りの子どもと

家族の食事」、調理実習、試食会
【対象・定員】子育て中の保護者（父母、

祖父母）・15人
【参加料】無料
【持ち物】エプロン、三角巾
【申込期限】12月9日 月 （定員になり次第

締切）
【申込・問合せ】仙北市保健課
　☎55-1112

▼ ▼ ▼ Seminar&Lessonセミナー・教室

UPDATE! 話そう、HIV ／エイズ
のとなりで～検査・治療・支援～
エイズ無料相談・検査
　12 月 1 日の世界エイズデーにあたり
エイズに関する相談・検査を無料で実
施します。相談・検査希望の方は前日
15:00 までにお申し込みください。

【日時】12月4日水  9:00 ～ 10:30
【場所】大仙保健所
【定例検査】毎月第3水曜日に実施してい

ます。（事前予約制）
【申込・問合せ】大仙保健所 健康・予防課
　☎0187-63-3404

▼ ▼ ▼Consultation相　談
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11/
１６ 土

●オレンジカフェ（往生院 13:30 ～ 15:30、グループホームひまわり 14:00 ～ 16:00）
11/1･P11

●とことこタイム（田沢湖図書館 9:00 ～ 12:00） 11/1･P13

●おはなし玉手箱（田沢湖図書館 10:00 ～） 11/1･P13

●ごっつお玉手箱列車（詳しい内容は広報 11 月 1 日号 16 ページをご覧ください） 11/1･P16

１７ 日

●オレンジカフェ（デイサービスセンターささえ愛 9:30 ～ 11:30） 11/1･P11

●第 32 回芸能ボランティアチャリティーショー（角館交流センター 11:00 ～） 11/1･P16

●くらしと家計の講習会（生保内友の家 10:00 ～ 11:30） 11/1･P16

●紙風船体験（紙風船館 10:00 ～ 16:00） 10/16･P18

●令和元年度せんぼく創業塾（中心市街地活性化支援センターかつらぎ 10:00 ～ 16:00）
9/16･P19

１８ 月 ●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（西木公民館 10:00 ～ 12:00） 11/1･P16

１９ 火

●こころの相談（角館交流センター 13:00 ～ 14:30、15:00 ～ 16:00） 11/1･P10

●若者の居場所（角館交流センター 14:00 ～ 16:00） 11/1･P10

●オレンジカフェ（外町交流広場 13:00 ～ 15:00、下延コミュニティーセンター 14:00 ～
16:00） 11/1･P11

●中国語講座（実践編）（角館高校駒草キャンパス 18:00 ～ 19:30） 9/1･P19

２０ 水
●えくぼの会（角館交流センター 10:00 ～ 14:00） 11/1･P10

●行政相談所開設日（田沢湖総合開発センター 13:00 ～ 16:00） 11/1･P16

●仙北市社会福祉協議会心配ごと相談日（田沢湖総合開発センター 13:00 ～ 16:00）
11/1･P16

２１ 木
●わくわく広場（神代就業改善センター 調理時間 10:00 ～ 11:30、試食時間 11:45 ～ 13:00）
11/1･P15

●行政相談所開設日（角館交流センター 13:00 ～ 16:00） 11/1･P16

２２ 金 ●行政相談所開設日（市役所桧木内出張所 13:00 ～ 16:00） 11/1･P16

２３ 土
●ドローンテクニカルチャレンジ 2019（詳しい内容は広報 19 ページをご覧ください） P19

●まぼろしの田沢ながいもまつり（市立田沢湖病院駐車場 9:00 ～） P19

●令和元年度せんぼく創業塾（中心市街地活性化支援センターかつらぎ 10:00 ～ 16:00）
9/16･P19

２４ 日 ●令和元年度せんぼく創業塾（中心市街地活性化支援センターかつらぎ 10:00 ～ 16:00）
9/16･P19

２５ 月 ●ふるさと講座（西木公民館 9:00 ～ 11:30） 11/1･P12

●サテライト相談会（市役所中町庁舎 10:00 ～ 15:30） 11/1･P17

２６ 火 ●第 11 回お薬相談会（クオール薬局田沢湖店 15:00 ～ 16:30） P20

●かだれ（田沢湖健康増進センター 10:00 ～ 12:00、12:00 ～ 15:00） 11/1･P10

２７ 水

●無料法律相談（角館交流センター 13:30 ～） P21

●介護予防教室「若返り教室」（西木総合開発センター 10:00 ～ 11:30　※受付 9:30 ～
10:00） 11/1･P9

●医師講話会（西木保健センター 14:30 ～ 16:00　※受付 14:00 ～） 11/1･P9

●オレンジカフェ（NPO 法人かじか瀬スペース 10:00 ～ 14:00） 11/1･P11

２８ 木 ●すくすく成長記録 Day（さくラッコ 10:00 ～ 11:00） 11/1･P15

２９ 金 ●夜間納税・納付窓口開設日（市役所田沢湖・角館・西木庁舎 17:15 ～ 19:00） P9

３０ 土 ●第 7 回市民公開講座 医療と健康を考える会（仙北市民会館 14:00 ～ 15:30　開場 13:30）
P11

12/
１ 日

２ 月
●玉川温泉水を利用した水素生成実験と水素エネルギー利用のデモンストレーション（田沢
湖総合開発センター 15:30 ～ 17:00） P11

●無料人権・困りごと特設相談所（田沢湖総合開発センター 10:00 ～ 15:00） P20

３ 火
●第 1 回パソコン講座【パソコン基本】（仙北市総合情報センター 9:00 ～ 12:00） P19

●だしのこ園わんぱくフェスタ（だしのこ園 10:00 ～ 11:30） P19

●仙北市障害者雇用支援セミナー（大曲支援学校せんぼく校 13:00 ～ 15:00　※受付 12:45 ～）
11/1･P16

４ 水

●第 1 回パソコン講座【パソコン基本】（仙北市総合情報センター 9:00 ～ 12:00） P19

●無料人権・困りごと特設相談所（市役所角館庁舎、仙北市社会福祉協議会西木支所 10:00 ～
15:00） P20

●糖尿病予防教室（角館交流センター  受付 13:00 ～ 13:20、終了 15:00） 11/1･P7

●介護予防教室「若返り教室」（西木総合開発センター 10:00 ～ 11:30　※受付 9:30 ～
10:00） 11/1･P9

●えがおサロン（田沢湖健康増進センター 13:00 ～ 16:00） 11/1･P10
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旬な情報チャンネル
令和元年度地域輝き表彰
市役所からのお知らせ／第 7 回市
民公開講座 医療と健康を考える会
令和2 年度 認定こども園・保育園・
家庭的保育事業入園案内
学び・ふれあい・心豊かに 生涯学習
仙北市教育委員会だより きたうら
仙北市版ネウボラ なないろ／保健
と健康の掲示板
まちづくり日記／かくのだてフィ
ルムコミッションロケーションだ
より
おしらせナビ
仙北市カレンダー

仙北市カレンダー 11/16 土  ～12/ 4 水
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FK　朝の番組で全国の朝ごは
んを食べるというのをやって
いました。以前、つぶやきで
書いたのですが私の朝ごはん

の定番は納豆。最近はひきわり派です。
そして締めに牛乳。ほぼ毎日このメニュー
なのに、なぜ飽きないのでしょうか。そ
ういえば、「しょっぺぼだっこ」も好きだっ
たなぁ…。

RI　「ハンドクラップ」という
ダンスをご存知ですか？なん
と 2 週間で 10kg も痩せるこ
とができる魔法のダンスらし

いです。次の広報ができあがるまで約 2
週間。これは本当に痩せることができる
のか検証するしかないですね…。次回の
つぶやきでは検証結果を書きますので、
ご期待ください。めざせ10kg 減！

SG　〇〇の秋とよくいいます
が、皆さんはどんな秋をお過
ごしですか？10 月に入ってか
らは食・スポーツ・本に関連

する行事に取材でおじゃまする機会が多
く、それぞれの秋を感じることができま
した。間もなく季節は冬。その前に紅葉
狩りや温泉にでも入って行楽の秋も満喫
したいですね。厳しい冬が来る前にでき
るだけ英気を養おうと思うこの頃です。
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